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「
旅
先
で
は
、そ
の
土
地
の
料
理
が
食
べ
た
い
」
。旅
行
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

上
位
の
要
望
。し
か
し
実
際
は
異
な
り
、場
所
を
問
わ
ず
「
マ
グ
ロ
、カ
ニ
、

ス
テ
ー
キ
、ア
ワ
ビ
」を
求
め
る
人
は
少
な
く
な
い
。そ
れ
ゆ
え
、全
国
ど
こ

の
旅
館
で
も
マ
グ
ロ
が
出
る
し
、一
方
で
地
方
食
豊
か
な“
脇
役
”料
理
は

食
べ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
だ
。

企
業
や
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、商
品
コ
ン
サ
ル
を
し
て
い
る
。
顧
客

目
線
に
立
ち
、心
身
が
喜
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
を
心
が
け
て
い
る
が
、特
に
地
方
の

宿
泊
業
態
へ
の
ご
協
力
で
は
、地
域
性
や
食
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ

と
に
心
を
配
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
漬
物
。全
国
旅
館
で
提
供
さ
れ
る
料
理
だ
が
、「
わ
～
っ
漬
物

だ
！
」な
ど
の
歓
声
を
上
げ
る
若
者
は
い
な
い
。「
ご
飯
に
合
う
」と
い
っ
て

も
、そ
の
肝
心
な“
ご
飯
”に
興
味
が
な
く
、ど
こ
で
も
鶏
唐
揚
げ
と
ポ
テ

ト
フ
ラ
イ
を
食
べ
た
が
る
若
者
が
珍
し
く
な
い
現
状
。ま
ず
は
口
に
し
て
も

ら
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。漬
物
消
費
は
食
料
自
給
率
や
、魚
・コ
メ
消
費

な
ど
に
も
影
響
が
出
て
く
る
の
だ
。

震
災
前
、福
島
県
の
ホ
テ
ル
ブ
ッ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
ご
協
力
を
し
た

際
、お
そ
ら
く
大
型
ホ
テ
ル
で
は
国
内
初
だ
ろ
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
思
い
切
っ

て
試
み
た
。カ
ニ
、す
し
、ア
ワ
ビ
を
出
さ
ず
、バ
ラ
ン
ス
重
視
で
健
康
的
な

料
理
を
。
地
域
の
食
材
や
逸
品
の
新
し
い
切
り
口
の
発
信
場
所
と
し
て
の

ホ
テ
ル
の
存
在
価
値
を
確
立
す
る
。
そ
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
構
成
を
目
指

し
た
。

福
島
に
は
コ
リ
コ
リ
し
た
食
感
が
楽
し
い
イ
カ
人
参
と
い
う
漬
物
が
あ

る
。そ
こ
で
、若
者
が
好
む
料
理
で
、ま
た
カ
ロ
リ
ー
を
下
げ
高
齢
者
で
も

し
つ
こ
く
な
い「
イ
カ
人
参
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」に
し
た
。イ
カ
人
参
を
初
め
て

食
べ
た
と
い
う“
地
元
客
”や
、「
家
で
も
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
主
婦
や
若
い

お
客
さ
ま
も
大
勢
い
ら
し
て
う
れ
し
か
っ
た
。
現
在
も
、和
洋
中
の
新
メ
ニ

ュ
ー
で
イ
カ
人
参
料
理
は
定
番
の
一
つ
だ
。

い
ず
れ
は「
や
っ
ぱ
り
漬
物
は
ご
飯
に
合
う
ね
」「
他
府
県
の
漬
物
も
食

べ
た
い
」「
土
地
の
料
理
は
ほ
っ
と
す
る
ね
」な
ど
の
声
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
。

“
食
文
化
”も
土
産
に
な
れ
ば
、と
願
う
。
そ
の
感
性
は
土
地
や
文
化
、周

囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
も
き
っ
と
繋
が
る
と
思
う
の
だ
。

地域メニューは心の文化

㈱トータルフード代表取締役／亜細亜大学講師

小倉 朋子

おぐら ともこ
フードコンサル、メニュー開発、プロデュース業ほか、諸外
国の食事マナーと食を総合的に学ぶ「食輝塾」主宰。トレン
ド、食育、食文化、ダイエットなど専門は幅広い。日本箸文
化協会代表、ジャパンビアソムリエ協会理事。著書多数。
http://totalfood.jp
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水
産
被
害
総
額
は
一・三
兆
円
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
非
常
に
多
く

の
生
命
・
財
産
を
奪
い
、水
産
業
に
お
い
て
も
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。

今
回
の
地
震
・
津
波
に
よ
る
農
林
水
産
省
庁
が
発
表

し
た
水
産
関
係
施
設
の
被
害
額（
一
二
年
三
月
五
日
現

在
）は
、総
額
で
一
兆
二
六
三
七
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
他
の
民
間
企
業
が
所
有
す
る
水
産
加
工
施

設
や
製
氷
冷
凍
冷
蔵
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

水
産
関
係
の
施
設
別
被
害
額
で
は
、漁
港
施
設
の

被
害
額
が
最
も
多
く
、八
二
三
〇
億
円（
被
害
額
全

体
の
六
五・一
％
）と
な
っ
て
お
り
、以
降
、漁
船
の
一
八	

二
二
億
円（
同
一
四・四
％
）、養
殖
施
設
お
よ
び
養
殖

物
の
一
三
三
五
億
円（
同
一
〇・六
％
）、共
同
利
用
施
設

一
二
四
九
億
円（
同
九・九
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
別
の
水
産
関
係
被
害
額
で
は
、宮
城
県
の

被
害
額
が
も
っ
と
も
多
く
、六
六
八
〇
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
続
い
て
岩
手
県
の
三
九
七
三
億
円
、福
島
県

の
八
二
四
億
円
と
な
っ
て
お
り
、上
位
三
県
で
全
国
の

水
産
関
係
被
害
額
の
九
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

漁
港
施
設
も
大
き
な
被
害

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
漁
港
施
設
の
被
害
状
況
は
、津
波

に
よ
る
防
波
堤
の
倒
壊
、津
波
の
衝
撃
や
地
震
動
に
よ

る
岸
壁
の
破
損
、地
盤
沈
下
に
よ
る
岸
壁
や
臨
港
道
路

の
冠
水
な
ど
の
発
生
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

漁
港
施
設
の
被
害
は
、北
海
道
か
ら
千
葉
県
ま
で
の

七
道
県
で
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
額
八
二
三
〇
億
円

の
う
ち
、宮
城
県
の
四
二
四
三
億
円
、岩
手
県
の
二
八	

六
〇
億
円
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、福
島
県
お

よ
び
茨
城
県
の
被
害
額
も
そ
れ
ぞ
れ
六
一
六
億
円
、

四
三
一
億
円
と
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
漁
港
の
数
は
全
部
で
三
一
九
港
で

あ
り
、そ
の
う
ち
、宮
城
県
の
一
四
二
港
お
よ
び
岩
手
県

の
一
〇
八
港
と
両
県
で
全
体
の
七
八
％
を
占
め
て
い
ま

す
。漁

船
の
被
害
状
況
に
関
し
て
は
、多
く
の
漁
船
が
津

波
に
よ
り
、陸
上
へ
の
乗
り
上
げ
、沖
合
へ
の
流
出
、浸

水
に
よ
る
沈
没
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。発
災
時

に
操
業
中
で
あ
っ
た
た
め
沖
合
に
避
難
で
き
た
漁
船
に

つ
い
て
も
、陸
上
施
設
に
保
管
し
て
い
た
漁
具
を
流
失

し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
漁
船
二
万
八
六
一
二
隻
の
う
ち
、ア

ワ
ビ
・
ウ
ニ
や
刺
し
網
な
ど
の
磯
漁
が
盛
ん
な
岩
手
県
、

宮
城
県
の
小
型
漁
船
が
二
万
五
三
〇
〇
隻
と
全
体
の

大
震
災
被
害
か
ら
水
産
業
復
興
へ
の
道
筋

復
興
構
想
会
議
の
提
言
を
受
け
て
、水
産
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

た
。そ
こ
に
は
復
興
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
が
示
さ
れ
た
。い
ま
改
め
て
、東
日

本
大
震
災
時
の
被
害
総
額
、漁
港
施
設
、漁
船
、養
殖
漁
業
、産
地
魚
市
場
、水
産

加
工
施
設
な
ど
の
被
害
を
検
証
し
な
が
ら
、将
来
の
道
筋
を
捉
え
て
み
る
。

特
集　
水
産
業
、震
災
復
興
の
い
ま

水産庁漁政部漁政課総括班

片石 圭介 Keisuke Kataishi

かたいし　けいすけ
1978年千葉県生まれ。2004年農林水産省入省。10年4月
から12年3月まで大船渡市農林水産部水産課技監。12年
4月から現職。
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八
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、福
島
県
の
漁
船
被

害
も
大
き
く
、同
県
内
の
漁
船
保
険
加
入
隻
数
の
八
二

％
に
当
た
る
八
七
三
隻
が
被
災
し
ま
し
た
。

ま
た
、三
陸
の
リ
ア
ス
式
海
岸
を
活
か
し
た
ワ
カ
メ
、

カ
キ
、ホ
タ
テ
な
ど
の
養
殖
施
設
お
よ
び
養
殖
物
の
被

害
状
況
に
関
し
て
は
、津
波
に
よ
り
、い
か
だ
や
浮
き
玉

な
ど
と
と
も
に
、育
成
途
中
の
魚
介
類
、藻
類
な
ど
も

流
失
し
ま
し
た
。

全
国
の
被
害
総
額
一
三
三
五
億
円
の
う
ち
養
殖
施

設（
い
か
だ
、ロ
ー
プ
、浮
き
玉
な
ど
）が
七
三
八
億
円
、

養
殖
物
が
五
九
七
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
サ
ケ
・マ
ス
ふ
化
場
お
よ
び
放
流
用
種
苗
生
産

施
設
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
で
す
。
東
北
地
方
の
太
平

洋
岸
で
は
、サ
ケ
は
サ
ン
マ
と
並
び
秋
の
主
要
な
魚
種
で

あ
り
、サ
ケ
資
源
の
維
持
・
増
大
の
た
め
、サ
ケ
・マ
ス
ふ

化
場
に
お
い
て
ふ
化
放
流
事
業
が
実
施
さ
れ
、資
源
の

維
持
・
増
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

河
口
か
ら
比
較
的
近
い
場
所
に
あ
っ
た
ふ
化
場
で
は
、

地
震
発
生
後
に
河
川
を
遡
っ
て
押
し
寄
せ
た
津
波
に
よ

っ
て
給
排
水
施
設
や
稚
魚
の
飼
育
池
が
破
壊
さ
れ
、育

成
中
の
稚
魚
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ケ
・マ
ス
ふ
化
場
の
被
害
は
、青
森
県
か
ら
茨
城
県
ま

で
の
四
八
カ
所
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ワ
ビ
、ウ
ニ
、ヒ
ラ
メ
な
ど
の
放
流
用
種
苗
生

産
施
設
に
つ
い
て
も
、津
波
に
よ
っ
て
、種
苗
生
産
棟
の

全
壊
、生
産
途
中
の
種
苗
の
流
失
な
ど
、壊
滅
的
な
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、産
地
魚
市
場
の
被
害
状
況
に
関
し
て
は
、北

海
道
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
太
平
洋
岸
に
一
〇
五
の
産
地

魚
市
場
が
存
在
し
、漁
港
と
同
様
に
地
震
動
や
地
盤

沈
下
、津
波
に
よ
る
施
設
本
体
へ
の
被
害
の
ほ
か
、市
場

業
務
に
必
要
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
樹
脂
製
タ
ン
ク
の

流
失
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
害
額
は
北
海
道
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
七
道
県
で

三
二
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
、岩
手
県
の
一
四
三
億
円

お
よ
び
宮
城
県
の
一
〇
六
億
円
と
両
県
に
お
け
る
被
害

額
が
特
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、三
陸
漁
場
の
豊
か
さ
を
背
景
に
、東
北
地
方

太
平
洋
沿
岸
に
は
水
産
加
工
場
が
多
く
立
地
し
て
お

り
、津
波
に
よ
る
工
場
建
屋
の
流
失
、浸
水
に
よ
る
加

工
機
械
の
破
損
、冷
凍
保
管
さ
れ
て
い
た
原
料
が
停
電

の
た
め
に
腐
敗
す
る
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

水
産
加
工
団
体
な
ど
の
報
告
に
よ
る
水
産
加
工
施

設
の
被
害
額
は
、北
海
道
か
ら
千
葉
県
ま
で
の
七
道
県

で
一
六
三
九
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、宮
城

県
の
被
害
額
が
一
〇
八
一
億
円
、岩
手
県
の
被
害
額
が

三
九
二
億
円
と
突
出
し
て
高
く
、こ
れ
ら
両
県
で
全
国

の
被
害
総
額
の
九
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

水
産
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

水
産
庁
は
、二
〇
一
一
年
六
月
二
八
日
、復
興
構
想

会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、水
産
の
復
興
に
つ
い
て
、国
や

地
方
が
講
じ
る
個
々
の
具
体
的
施
策
の
指
針
と
な
る

よ
う
、そ
の
全
体
的
な
方
向
性
を
示
し
た「
水
産
復
興

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た（
表
１
）。

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、水
産
復
興
に
当
た
っ
て

の
基
本
理
念
を
示
す
と
と
も
に
、漁
港
、漁
場
、漁
船
、

養
殖
、水
産
加
工
・
流
通
な
ど
、水
産
を
構
成
す
る
各

分
野
の
総
合
的
・
一
体
的
な
復
興
を
推
進
す
る
と
い
っ

た
復
興
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、一
二
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
水
産
基
本

計
画
に
お
い
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」の
取

り
組
み
を
推
進
す
べ
き
こ
と
が
そ
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
、

水
産
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
で
示
し
実
施
し
て
き

た
水
産
復
興
の
方
針
が
、今
後
一
〇
年
程
度
を
見
通
し

た
水
産
施
策
の
中
に
改
め
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
支
援
策
講
じ
る

一
一
年
度
の
補
正
予
算
の
う
ち
、第
一
次
補
正
予
算

に
お
い
て
は
、①
漁
港
、漁
場
、漁
村
な
ど
の
復
旧
、②

漁
船
保
険
・
漁
業
共
済
支
払
へ
の
対
応（
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
発
生
す
る
多
額
の
保
険
金
支
払
に
対
応
）、

表1　水産復興マスタープランの概要
我が国水産における被災地域の重要性

●岩手県、宮城県、福島県では、ほぼ全域で壊滅的な被害。水産関係の被害額は１兆円を超える状況。
●被災地の水産の早期復興は、地域経済や生活基盤の復興に直結するだけでなく、国民に対する水産物の安定供給
を確保するうえでも極めて重要。

復興に向けての基本的な考え方
【復興に当たっての基本理念】
①地元の意向を踏まえて復興を
推進する
②被災地域における水産資源を
フル活用する
③消費者への安全な水産物の安
定的な供給を確保する
④漁期等に応じた適切な対応を
行う
⑤単なる現状復旧にとどまらない
新たな復興の姿を目指す

【復興の基本的方向】
（１）沿岸漁業・地域
●漁業者による共同事業化等により、漁船・漁具等の生産基盤の共同化・集約
化を推進

●民間企業の資本等の導入に向けたマッチングの推進や、必要な地域では
地元漁業者が主体の法人が漁協に劣後しないで漁業権を取得できる仕組
み等の具体化

●周辺漁港との機能の集約・役割分担等の検討を行い、復旧・復興事業の必要
性の高い漁港から着手

（２）沖合遠洋漁業・水産基地
●漁船・船団の近代化・合理化による漁業の構造改革、漁業生産と一体的な
流通加工業の効率化・高度化

●沖合・遠洋漁業の基盤となる拠点漁港については、緊急的に復旧・復興事業
を実施するとともに、さらなる流通機能・防災機能の高度化等を推進
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③
海
岸
・
海
底
清
掃
な
ど
漁
場
回
復
活
動
へ
の
支
援

（
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
専
門
業
者
に
よ
る
漁
場
の

が
れ
き
撤
去
）が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、④
漁
船
建
造
、定
置
網
再
建
に
対
す
る
支
援

（
共
同
利
用
小
型
漁
船
、共
同
計
画
に
基
づ
く
漁
船
・

共
同
定
置
網
な
ど
漁
具
の
導
入
）、⑤
養
殖
施
設
、種

苗
生
産
施
設
の
再
建
に
対
す
る
支
援
、⑥
産
地
市
場
、

加
工
施
設
の
再
建
に
対
す
る
支
援（
漁
協
な
ど
が
所
有

す
る
施
設
の
復
旧
）、⑦
無
利
子
資
金
、無
担
保
・
無

保
証
人
融
資
な
ど
の
金
融
対
策
、漁
協
再
建
支
援
も

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、第
二
次
補
正
予
算
で
は
、被
災
し
た
漁
業
協

同
組
合
・
水
産
加
工
業
協
同
組
合
な
ど
の
水
産
業
共

同
利
用
施
設
の
早
期
復
旧
に
必
要
な
機
器
な
ど
の
整

備
支
援
や
水
産
物
の
放
射
性
物
質
調
査
な
ど
の
対
策

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、水
産
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
本
格

的
な
復
興
対
策
と
し
て
、第
三
次
補
正
予
算
で
は
、①

漁
船
・
定
置
網
な
ど
漁
具
の
復
旧
と
漁
船
漁
業
の
経
営

再
開
に
対
す
る
支
援
、②
養
殖
施
設
の
再
建
と
養
殖
業

の
経
営
再
開
・
安
定
化
に
向
け
た
支
援
、③
種
苗
放
流

に
よ
る
水
産
資
源
の
回
復
と
種
苗
生
産
施
設
の
整
備

に
対
す
る
支
援
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、④
被
災
し
た
市
場
や
製
氷
施
設
の
復
旧
な
ど

水
産
加
工
・
流
通
業
の
復
興
・
機
能
強
化
に
対
す
る
支

援
、⑤
漁
港
、漁
村
な
ど
の
復
旧
・
復
興
、⑥
が
れ
き
の

撤
去
に
よ
る
漁
場
回
復
活
動
に
対
す
る
支
援
、⑦
燃

油
・
配
合
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策
、担
い
手
確
保
対
策
、

⑧
漁
業
者
・
加
工
業
者
な
ど
へ
の
無
利
子
・
無
担
保
・
無

保
証
人
融
資
な
ど
の
対
策
も
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、二
〇
一
二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、①
漁

船
・
漁
具
の
早
急
な
復
旧
と
省
エ
ネ
機
器
の
整
備
や
高

鮮
度
処
理
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
操

業
体
制
の
構
築
、②
養
殖
業
の
早
期
再
開
と
生
産
量
の

回
復
、③
加
工
処
理
施
設
や
冷
凍
冷
蔵
施
設
の
復
旧

な
ど
に
よ
る
水
産
加
工
流
通
業
の
復
興
と
水
産
物
の

安
定
供
給
の
確
保
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、④
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
に
よ
る
漁
場
の
再
生

及
び
漁
業
の
再
開
、⑤
漁
業
者
な
ど
の
復
旧
・
復
興
に

当
面
必
要
な
資
金
融
通
の
円
滑
化
、⑥
人
命
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
お
い
た
防
災
対
策
の
強
化
な
ど
を

目
標
に
各
種
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

漁
船
の
復
旧
は
前
倒
し
で
達
成

復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
に
関
し
て
は
、図
の
と
お

り
震
災
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
各
地
の
水
産
関
係
者
の

絶
え
間
な
い
努
力
や
実
務
の
積
み
重
ね
、全
国
各
地
の

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
多
大
な
る
支
援
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

水
揚
げ
に
お
い
て
、岩
手
県
や
宮
城
県
で
は
、震
災

以
前
の
水
準
に
は
ま
だ
届
か
な
い
も
の
の
、漁
船
や
定

置
網
な
ど
の
生
産
手
段
の
復
旧
に
伴
っ
て
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
。一
方
、原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
操
業
自

粛
が
続
く
福
島
県
の
水
揚
げ
は
、回
復
が
大
き
く
遅
れ

て
い
ま
す
。

漁
港
に
つい
て
は
、応
急
的
な
が
れ
き
の
撤
去
が
完
了

し
、ほ
ぼ
全
て
の
漁
港
に
お
い
て
、部
分
的
な
も
の
も
含

め
、水
揚
げ
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、拠
点
と

な
る
漁
港
は
一
三
年
度
末
ま
で
の
復
旧
を
、そ
の
他
の

漁
港
は
一
五
年
度
末
ま
で
の
復
旧
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

漁
船
に
つ
い
て
は
、小
型
を
中
心
に
復
旧
が
進
ん
で

お
り
、一
三
年
度
末
ま
で
に
一
万
二
〇
〇
〇
隻
の
復
旧

と
い
う
当
初
の
目
標
を
前
倒
し
で
達
成
で
き
る
見
込
み

で
す
。
今
後
は
、建
造
に
時
間
を
要
す
る
大
型
の
漁
船

の
復
旧
を
小
型
の
漁
船
の
復
旧
と
と
も
に
着
実
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

養
殖
業
に
つ
い
て
は
、漁
家
経
営
の
早
急
な
回
復
を

図
る
た
め
、単
年
で
収
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
ワ
カ
メ

の
施
設
を
中
心
に
復
旧
が
進
み
ま
し
た
。
今
後
は
、出

荷
ま
で
複
数
年
を
必
要
と
す
る
ホ
タ
テ
や
カ
キ
な
ど
の

復
旧
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

産
地
魚
市
場
に
つ
い
て
は
、被
災
し
た
岩
手
県
お
よ

び
宮
城
県
の
全
て
の
市
場
が
一
二
年
度
中
に
復
旧
す
る

見
込
み
で
す
。ま
た
、被
災
三
県（
岩
手
県
・
宮
城
県
・

福
島
県
）に
お
け
る
水
産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、約

半
分
の
施
設
が
業
務
を
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、復
興
交
付
金
な
ど
の
各
種
事
業
に
よ
り
復
旧
・

復
興
を
さ
ら
に
早
め
て
ま
い
り
ま
す
。

原
発
事
故
で
水
産
に
深
刻
影
響

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
の
海
洋
へ

の
流
出
を
は
じ
め
、大
量
の
放
射
性
物
質
が
環
境
中
に

拡
散
し
、事
故
か
ら
一
年
半
以
上
経
過
し
た
現
在
に
お

い
て
も
水
産
業
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

水
産
物
の
安
全
の
確
保
に
関
し
て
は
、基
準
値（
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
グ
ラ
ム
）

を
上
回
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
食
品
の
販
売

や
流
通
・
加
工
な
ど
は
、食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
禁
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、水
産
物
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
、水
産
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
濃

度
の
状
況
を
継
続
的
に
把
握
す
る「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」に

大震災被害から水産業復興への道筋
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特集　水産業、震災復興のいま

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、各
地
の
主
な
水
揚
げ

港
に
お
い
て
原
則
週
一
回
、水
揚
げ
さ
れ
る
主
な
魚
種

の
測
定
を
行
っ
て
お
り
、特
に
、福
島
・
宮
城
・
茨
城
・

岩
手
・
千
葉
の
五
県
で
は
、こ
れ
ま
で
に
五
〇
ベ
ク
レ
ル

／
㌔
グ
ラ
ム
を
超
え
た
こ
と
の
あ
る
水
産
物
を
対
象
に

主
な
食
性
、生
息
水
深
な
ど
を
考
慮
し
た
品
目
群
ご
と

の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す（
表
２
）。

ま
た
、基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
を
含
む
水

産
物
が
出
荷
さ
れ
な
い
よ
う
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に

基
づ
き
、関
係
都
道
府
県
の
要
請
、ま
た
は
漁
業
者
団

体
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
り
、当
該
魚
種
の
水
揚
げ
を

自
粛
す
る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
が
、水
産
庁
で
は
、生
鮮
水
産
物
に
係
る
原
産
地

表
示
の
実
施
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、原

発
事
故
に
伴
い
、生
鮮
水
産
物
の
生
産
水
域
の
情
報
に

対
す
る
消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

東
日
本
太
平
洋
域
で
漁
獲
さ
れ
る
水
産
物
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
明
確
な
水
域
に
よ
る
表
示
を
推
奨
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

安
全
性
確
保
策
を
各
国
に
説
明

具
体
的
に
は
、当
該
水
域
で
漁
獲
さ
れ
た
生
鮮
水
産

物
に
つ
い
て
、回
遊
性
魚
種
に
は
七
つ
の
水
域
区
分
を
設

定
し
、沿
岸
性
魚
種
に
つ
い
て
は「
○
○
県
沖
」の
原
産

地
表
示
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、原
発
事
故
に
伴
い
、各
国
に
お
い
て
水
産
物

を
含
む
日
本
産
食
品
の
輸
入
規
制
が
強
化
さ
れ
た
り
、

海
外
の
取
引
先
な
ど
か
ら
、日
本
産
食
品
に
対
し
て
懸

念
が
表
明
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、各
国
政
府
に
対
し
て
、

放
射
性
物
質
に
係
る
調
査
結
果
や
安
全
確
保
の
た
め

に
わ
が
国
が
と
っ
て
い
る
措
置
な
ど
を
説
明
し
、科
学

的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
応
を
と
る
よ
う
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。	

表2　水産物の放射性物質調査概要（2012年9月5日時点）

図　東日本大震災からの水産の復旧・復興に向けた取り組みについて

種類別 調査数
（うち2012年4月以降公表分）

放射性セシウム
100Bq/kg超過検体数
（うち2012年4月以降公表分）

海産魚類 11,409（5,456） 1,595（505）

無脊椎動物
（イカ、タコ等） 1,881（835） 83（4）

海藻類 741（339） 20（0）

淡水魚介類 3,098（1,957） 495（208）

上記のうち加工品 467（263） 4（0）

上記のうち広域回遊性種
（カツオ、ビンナガ等） 1,253（558） 0（0）

哺乳類（クジラ） 52（18） 0（0）

総数 17,181（8,605） 2,193（717）

項
目

水
揚
げ

漁
港

漁
船

養
殖

加
工
流
通
施
設

が
れ
き

被害状況 0 20 40 60 80 100
（％）復旧・復興の進捗状況

岩手・宮城・福島各県の主要な魚
市場の水揚げ（2012年４-６月合
計）の被災前同期比（2010年
5-7月合計）

被災した漁港
（319漁港）

うち応急工事による航路・泊地のが
れき撤去が必要な漁港（２３２漁港）

被災した漁船
（約２万９000隻）

被災３県で被害があった産地市
場（34施設）

がれきにより漁業活動に支障の
ある定置漁場（1,011カ所）

がれきにより漁業活動に支障の
ある養殖漁場（1,090カ所）

被災３県で被害があった水産加
工施設（776施設）

岩手県において流失したワカメ
養殖施設（約１万２000台）

宮城県において流失したワカメ
養殖施設（約２万４000台）

宮城県において流失したギンザケ
養殖施設（約３００台）

宮城県において流失したノリ
養殖施設（約５万１000台）

水揚量５８％
（60千トン）

水揚金額７0%
（１44億円）

34%
（108漁港で陸揚げに必要
な岸壁延長を復旧）

97%
（311漁港で一部でも
水産物の陸揚げ可能）

100%
（232漁港全ての漁港でがれき撤去完了）

９9%
（水産基本計画の目標12,000隻に対し
１１，933隻が復旧）

75％（岩手県・ワカメ）
（14,078トン）

85％（宮城県・ワカメ）
（11,680トン）

63％（宮城県・ギンザケ）
（9,200トン（生産見込み））

20％（宮城県・ノリ）
（1億3700万枚）

68％（被災3県）
（23施設が業務再開）

61％（被災3県）
（472施設が
業務再開）

95%
（958カ所の定置漁場で
がれき撤去完了）

78%
（802カ所の養殖漁場で
がれき撤去完了）

岩手　83％(13.5千㌧)
宮城　54％(46.8千㌧)
福島　 9％( 0.2千㌧)

岩手　76％( 18.4億円)
宮城　71％(125.3億円)
福島　 9％( 0.6億円)

岩手　100%(108漁港)　
宮城　 96%(137漁港)　
福島　 70%( 7漁港)

岩手　100%( 88漁港)　
宮城　100%(106漁港)　
福島　100%( 7漁港)

岩手　6,073隻
宮城　4,030隻
福島　　220隻

共販数量
（2010年度 18,757トン）

共販数量
（2010年度 13,791トン）

共販数量
（2010年度 14,700トン）

共販数量
（2010年度 6億8300万枚）

岩手　100%(13施設)　
宮城　100%( 9施設)　
福島　 8%( 1施設)　

岩手　67%(140施設)　
宮城　57%(253施設)
福島　63%( 79施設)

岩手　89%(127カ所)　
宮城　96%(831カ所)　
福島　 －

岩手　85%(143カ所)　
宮城　72%(656カ所)　
福島　50%( 3カ所)

※定置・養殖漁場のがれき撤去について、2011年度末までにほぼ終了したが、
　一部の漁場でがれきが再流入しているので、再調査の上、これらを撤去する予定。

2012年9月現在
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大
震
災
で
産
業
機
能
が
一
時
停
止

東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
で
の
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
、

気
仙
沼
の
都
市
計
画
地
域
と
さ
れ
る
中
心
市
街
地
の

大
半
が
浸
水
し
た
。

人
口
七
万
四
〇
〇
〇
人
の
気
仙
沼
市
で
、全
世
帯
数

の
三
五・七
％
が
被
災
、人
的
被
害
は
、死
者
・
行
方
不

明
者
が
約
一
三
〇
〇
人
に
上
っ
た
。
ま
た
、道
路
・
水

道
・
下
水
道
・
電
気
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
も
大
き
な

被
害
に
遭
っ
た
。

特
に
、水
産
物
水
揚
げ
の
中
心
で
あ
っ
た
気
仙
沼
市

場
と
、水
揚
げ
の
処
理
加
工
、製
氷
、冷
凍
冷
蔵
、そ
し

て
汚
水
処
理
場
、残
さ
処
理
場
、移
出
業
者
な
ど
の
集

中
す
る
地
域
は
、震
災
前
の
事
業
所
数
の
八
三・五
％
と

な
る
三
三
一
四
事
業
所
が
打
撃
を
受
け
、産
業
機
能
が

停
止
す
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
水
産
業
の
コ
ア

で
あ
る
漁
港
は
第
一
種
漁
港
三
一
港
が
沈
下
、消
失
し
、

漁
船
の
損
壊
、流
失
は
二
〇
五
一
隻
に
達
し
た
。

水
産
業
に
関
連
す
る
企
業
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

漁
船
漁
業（
海
洋
生
産
者
）、沿
岸
養
殖
業（
浅
海
生

産
者
）に
よ
る
水
産
生
産
物
は
、水
揚
げ
市
場
な
ら
び

に
各
漁
協
を
通
じ
仲
売
業
者
な
ど
の
買
受
人
に
よ
っ
て
、

消
費
地
へ
の
移
出
出
荷
と
、地
元
水
産
加
工
場
で
加
工

商
品
化
さ
れ
流
通
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
、最
終
消
費
者
ま

で
届
け
ら
れ
る
。ま
た
、こ
れ
ら
生
産
者
、加
工
業
者
、

移
出
業
者
に
、そ
れ
ぞ
れ
付
帯
す
る
商
業
者
が
多
数
あ

っ
て
、流
通
形
態
を
構
成
し
て
い
る
。

こ
の
流
通
形
態
の
機
能
が
停
止
に
陥
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、気
仙
沼
市
の
基
幹
産
業
が
全
面
的
に
活
動
休
止

へ
追
い
込
ま
れ
た
。
多
く
の
労
働
者
が
失
業
ま
た
は
一

時
解
雇
の
状
況
と
な
り
、気
仙
沼
市
域
の
生
産
所
得
は

激
減
し
、地
域
共
同
体
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

に
至
っ
た
。

被
災
後
の
水
産
加
工
生
産
高
や
出
荷
状
況
に
つ
い
て

の
正
確
な
統
計
数
値
は
、い
ま
だ
不
明
だ
が
、冷
蔵
能

力
に
関
し
て
は
一
七
万
一
〇
〇
〇
㌧
あ
っ
た
も
の
が
、二	

〇
一
一
年
度
で
は
全
期
間
を
通
し
て
六
万
六
〇
〇
〇
㌧

と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

震
災
後
、地
方
銀
行
が
推
計
し
た「
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
気
仙
沼
市
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
」に
よ
る
と
、そ

の
損
害
が
い
か
に
多
大
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

経
済
波
及
効
果
は
、①
直
接
効
果（
津
波
浸
水
地

域
に
本
社
が
あ
る
被
災
企
業
の
年
間
売
上
高
）②
一
次

波
及
効
果（
原
材
料
需
要
が
減
少
す
る
こ
と
に
伴
い
誘

発
さ
れ
る
関
連
産
業
の
生
産
減
少
額
）③
二
次
波
及

効
果（
雇
用
者
所
得
減
少
＝
個
人
消
費
の
減
少
に
伴
い

誘
発
さ
れ
る
関
連
産
業
の
生
産
減
少
額
）④
総
合
効
果

（
①+

②+

③
）と
い
う
フ
ロ
ー
と
な
る
。

水
産
復
興
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
に
挑
戦

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
は
、漁

業・水
産
業
の
再
生
に
向
け
て
、必
死
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。そ
の
構
想
の
実

現
が「
復
興
の
モ
デ
ル
都
市
」づ
く
り
で
あ
る
。全
国
の
漁
業・水
産
業
の
現
場
に
と
っ

て
も
、参
考
に
な
る
の
で
、紹
介
し
た
い
。

気仙沼商工会議所会頭

臼井 賢志 Kenshi Usui

うすい　けんし
1942年宮城県生まれ。㈱臼福本店（遠洋鮪延縄漁業）代
表取締役会長、宮城県漁船保険組合組合長理事、同県
漁船漁業振興協議会会長を務める。

特
集　
水
産
業
、震
災
復
興
の
い
ま
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特集　水産業、震災復興のいま

そ
の
推
計
結
果
は
、生
産
誘
発
総
合
効
果
が
マ
イ
ナ

ス
二
一
六
一
億
円
、粗
付
加
価
値
誘
発
総
合
効
果
が
マ

イ
ナ
ス
一
一
二
二
億
円
、雇
用
者
誘
発
総
合
効
果
が
マ

イ
ナ
ス
一
万
八
六
二
三
人
と
な
っ
た
、と
い
う
。

こ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
、経
済
再
生
へ
の

主
な
提
言
は
次
の
と
お
り
だ
。

ダ
メ
ー
ジ
回
復
に
ス
ピ
ー
ド
感

●
復
旧
、復
興
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
肝
要（
震
災
に
よ

る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
増
大
）。

ダ
メ
ー
ジ
を
減
じ
る
に
は
、立
ち
直
り
の
ス
ピ
ー

ド
が
重
要

●
気
仙
沼
市
の
経
済
構
造
の
強
み
を
生
か
し
た
再

生
、発
展（
第
一
義
的
に
は
中
核
産
業
で
あ
る
漁

業
と
食
料
品
製
造
業
の
再
生
と
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
肝
要
）

こ
の
推
計
と
提
言
が
、被
災
四
カ
月
後
の
昨
年
七

月
一
二
日
に
出
さ
れ
た
と
き
、私
ど
も
水
産
商
工
人
は
、

大
変
的
確
な
も
の
と
受
け
止
め
た
。

特
に
水
産
食
品
製
造
業
の
再
生
・
活
性
化
こ
そ
が
復

興
の
コ
ア
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア

ッ
プ
を
促
し
、国
や
県
、市
に
向
け
て
訴
え
る
方
向
性

を
明
確
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

気
仙
沼
の
復
興
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、震
災
前
の
実

態
と
被
害
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
こ
で
、ま
ず
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
、「
生
き
返
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
」と
い
う
素
朴
だ
が
、現
実
的
な
思
い
だ
っ
た
。

そ
し
て
、で
き
る
こ
と
な
ら「
復
興
の
モ
デ
ル
都
市
」
と

な
る
よ
う
意
欲
を
持
っ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。

震
災
前
も
、気
仙
沼
の
産
業
環
境
は
、決
し
て
ベ
ス
ト

な
も
の
で
は
な
く
、デ
フ
レ
経
済
下
の
厳
し
い
価
格
競
争

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
生
産
現
場
で
は
資
源
管
理
型
経

営
へ
の
転
向
が
求
め
ら
れ
、流
通
面
で
は
特
に
大
手
量

販
店
に
よ
る
価
格
の
圧
縮
圧
力
が
あ
り
、全
体
と
し
て

は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

幸
い
、気
仙
沼
魚
市
場
で
は
、生
鮮
カ
ツ
オ
や
メ
カ
ジ

キ
、サ
メ
の
水
揚
げ
量
日
本
一
の
実
績
を
維
持
し
て
お

り
、サ
ン
マ
、マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
量
も
多
く
、評
価
が
高
い
。

ま
た
沿
岸
養
殖
業
で
は
、カ
キ
、ホ
タ
テ
、ワ
カ
メ
、ホ
ヤ

な
ど
が
良
質
の
評
価
を
得
て
、ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
な

ど
、将
来
性
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、三
陸
漁
場
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
歴
史

的
漁
労
技
術
と
近
代
的
魚
市
場
の
機
能
、な
ら
び
に
冷

蔵
冷
凍
施
設
の
充
実
、そ
し
て
水
産
加
工
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
高
度
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、中
山
間
地
域
の
農
産
物
と
共
に
、豊
か

な
海
産
物
に
よ
っ
て
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
思
想
が
あ
ま
ね
く

水
産
関
係
企
業
に
も
浸
透
し
、地
産
地
消
の
運
動
も

活
力
を
持
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
基
本
は
製
品
価
値

こ
れ
ら
は
、三
陸
海
産
物
の
特
質
で
も
あ
り
、被
災

か
ら
の
復
興
の
過
程
で
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
し
て
、保
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

製
品
価
値
こ
そ
が
ブ
ラ
ン
ド
化
の
基
本
で
あ
り
、生

鮮
、加
工
食
品
共
に
、三
陸
海
産
物
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
自
負
を
復
興
に
際
し
て
も
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
は
各
企
業
の
一
致
し
た
考
え
方
で

あ
り
、覚
悟
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
気
仙
沼
の
業
者
が
持
っ
て
い
る

の
は
、変
化
に
富
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
の
優
れ
た
自
然

環
境
が
あ
り
、長
い
歴
史
の
中
で
、生
産
現
場
も
沿
岸

養
殖
、沖
合
漁
業
、近
海
漁
業
、そ
し
て
世
界
の
海
で

活
躍
す
る
遠
洋
漁
業
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。そ
れ
を
支
え
る
優
れ
た
漁
労
技
術
を
持

つ
漁
船
員
を
は
じ
め
と
す
る
漁
業
者
の
能
力
の
高
さ
が

あ
っ
た
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、被
災
に
よ
っ
て
若
干
の
縮
小
、減
退
が
生

じ
る
で
あ
ろ
う
が
、な
ん
と
し
て
も
復
興
の
中
心
に
据

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

気
仙
沼
市
が
策
定
し
た「
震
災
復
興
計
画
」に
お
い

て
も
、次
の
よ
う
に
産
業
再
生
の
方
針
を
提
示
し
た
。

「
沿
岸
地
域
の
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
、市
魚
市
場
、

４０数隻もの大型漁船が被害に遭った
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漁
港
、道
路
な
ど
の
産
業
基
盤
、水
産
関
係
企
業
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
産
業
再
生
に
向
け
て
は
、

自
然
の
恵
み
や
集
積
し
た
技
術
な
ど
、気
仙
沼
な
ら
で

は
の
資
源
を
活
用
し
、従
来
の
産
業
の
再
生
に
と
ど
ま

ら
ず
、持
続
的
な
経
済
成
長
と
所
得
向
上
が
実
感
で

き
る
よ
う
、事
業
再
建
や
新
規
企
業
支
援
、産
業
間
の

連
携
強
化
な
ど
に
努
め
ま
す
」

水
産
加
工
の
団
地
集
積
の
場
も

さ
ら
に
、水
産
業
復
興
に
関
す
る
言
及
も
あ
っ
た
が
、

よ
り
具
体
的
に
方
向
を
示
し
た
の
は
、実
に
被
災
し
て

七
カ
月
後
の
こ
と
で
、次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。

「
地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
水
産
関
連
産
業

の
復
旧
の
遅
れ
は
、長
い
年
月
積
み
重
ね
て
き
た
販
売

ル
ー
ト
を
失
う
と
と
も
に
、市
外
に
事
業
拠
点
が
移
さ

れ
る
可
能
性
な
ど
、本
命
経
済
の
危
機
を
招
く
ば
か
り

で
な
く
、人
口
流
出
に
も
波
及
す
る
こ
と
と
な
り
、本
市

（
気
仙
沼
市
）の
存
亡
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
」

水
産
関
連
産
業
の
復
旧
が
、地
域
の
危
機
回
避
と
捉

え
る
認
識
を
示
し
、「
現
在
の
本
市（
気
仙
沼
市
）の
水

産
業
の
復
旧
は
、魚
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
種
や
取

扱
量
が
制
限
さ
れ
、生
鮮
出
荷
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、冷
凍
冷
蔵
施
設
な
ど
水
産
加
工
基
盤
の
復
旧

を
早
急
に
図
り
、本
市
産
業
全
般
に
影
響
の
大
き
い
水

産
関
連
産
業
を
起
点
と
し
て
、各
産
業
で
雇
用
の
場
の

復
元
と
創
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
、今
後
の
方
向
性
と
決
意

を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、私
た
ち
の

考
え
と
一
致
す
る
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
、水
産
加
工
の
団
地
、

集
積
の
場
を
設
定
し
て
、そ
の
土
地
利
用
の
た
め
の
整

備
を
図
る
方
向
へ
と
進
ん
だ
。

そ
し
て
、今
年
六
月
四
日
、農
林
水
産
省
の
認
定
に

よ
る「
漁
港
区
域
」
と
し
て
、南
気
仙
沼
地
区
一
八
㌶

と
鹿
折
地
区
一
一・五
㌶
が
設
定
さ
れ
、専
用
地
確
保
へ

の
道
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
前
進
だ
っ
た
。

ま
た
、こ
れ
に
伴
い
、南
気
仙
沼
地
区
な
ら
び
に
鹿

折
地
区
で
は
水
産
加
工
の
グ
ル
ー
プ
化
へ
の
動
き
が
進

ん
だ
。

し
か
し
、こ
の
共
同
化
に
は
地
区
の
一
定
企
業
数
の

参
加
が
望
ま
れ
る
。
被
災
浸
水
地
は
、地
盤
沈
下
も

あ
っ
て
土
盛
り
か
さ
上
げ
工
事
が
必
要
で
あ
り
、そ
の

た
め
に
は
個
人
宅
地
の
買
い
上
げ
と
い
う
問
題
も
生
じ

た
。さ

ら
に
は
臨
海
部
へ
の
防
潮
堤
建
設
の
問
題
と
も
連

動
し
、行
政
が
復
興
計
画
に
よ
っ
て
用
途
別
の
区
画
設

定
も
確
定
す
る
ま
で
に
、ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
い
う

状
況
と
な
っ
た
。

水
産
加
工
で
協
同
組
合
設
立
へ

そ
の
後
、水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業

と
し
て
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
認
可
を
得
て
、復
興
へ
の

歩
み
が
具
体
化
し
、す
で
に
補
助
金
交
付
も
行
わ
れ
た

が
、実
質
的
な
事
業
着
工
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
と
自
治
体
側
の
諸
問
題
が
あ
り
、国

の
申
請
採
択
の
遅
延
も
あ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、本
年
七
月
一
八
日
、鹿
折
地
区

の
水
産
加
工
企
業
一
七
社
が
「
気
仙
沼
鹿
折
加
工
協

同
組
合
」の
設
立
に
こ
ぎ
着
け
た
。

共
同
施
設
と
し
て
事
務
所
、給
水
施
設
、汚
染
処
理

施
設
、超
低
温
冷
蔵
庫
な
ど
を
備
え
、近
く
稼
働
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、商
社
連
合（
住
友
商
事
・
三
井
物
産
）の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
力
を
得
て
、水
産
庁
よ
り
六
分
の
五

補
助
額
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
だ
。

こ
の
鹿
折
地
区
事
業
の
発
足
は
、補
助
事
業
最
初
の

成
果
で
あ
る
。被
災
企
業
の
協
同
歩
調
の
形
成
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
た
上
で

の
事
業
着
工
だ
っ
た
だ
け
に
、こ
の
後
に
続
く
事
業
化
へ

の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

水
産
加
工
業
の
体
質
と
し
て
、被
災
前
の
業
者
間
競

争
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
と
、業
者
間
の
規
模
な
ら

び
に
経
営
実
態
で
の
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
も
協
同
化
の

取
り
組
み
へ
の
阻
害
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、そ

の
実
態
を
踏
ま
え
て
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

被
災
後
初
の
補
助
事
業
発
足
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、南
気
仙
沼
地
区
の
グ
ル
ー
プ
化
に
お
い
て
は
、用

地
か
さ
上
げ
工
事
の
遅
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、い
ま
だ

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、国
の
補
助
金
交
付
に
つ
い
て
も
、被
災
者
が

申
請
期
限
の
打
ち
切
り
に
不
安
を
抱
え
る
中
で
、手
続

き
に
か
か
る
時
間
を
短
縮
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

私
ど
も
と
し
て
は
行
政
に
対
し
て
、縦
割
り
体
制
が
生

む
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
も
、復
興
を
第
一
に
考
え
た

「
超
法
規
的
」な
行
政
手
続
き
の
実
施
へ
の
期
待
が
強

い
。こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
こ
と
で
復
興
に
よ
る「
機

会
利
益
」が
失
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、被
災
前
の
取
引
先
と
の
関
係
が
薄
く
な

り
、他
地
域
の
業
者
へ
の
く
ら
替
え
が
進
行
し
て
、再
生

稼
働
し
て
も
ま
た
新
た
な
流
通
ル
ー
ト
を
構
築
し
な

水産復興モデル都市づくりに挑戦
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特集　水産業、震災復興のいま

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
。一
刻
も
早

く
問
題
を
打
開
す
る
た
め
に
、商
工
会
議
所
は
業
者
団

体
と
共
に
、販
路
開
拓
、販
促
活
動
を
展
開
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。

ま
た
、全
国
的
な
少
子
高
齢
化
、人
口
低
減
傾
向
の

上
に
被
災
地
か
ら
他
地
域
へ
の
転
出
も
重
な
り
、急
激

な
人
口
減
現
象
が
起
き
て
い
る
。
特
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
、生
産
力
の
復
活
ど
こ
ろ
か
、そ
の
阻
害
要

因
に
な
り
か
ね
な
い
重
要
問
題
で
あ
る
。

こ
の
解
決
の
た
め
に
は
、土
地
造
成
、住
宅
建
設
も

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
も
ま
た
、相
当
な
時
間
を

費
や
す
こ
と
に
な
る
事
業
で
あ
り
、安
全
・
安
心
な
街

づ
く
り
の
た
め
に
は
民
意
を
酌
ん
で
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

復
興
庁
の
権
限
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、私
ど
も
の

陳
情
・
要
望
が
効
率
的
か
つ
直
接
的
に
施
策
へ
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
震
災
の
惨
害
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。し
か
も
、時
の
経
過
と
共
に
そ
の
記
憶
は

風
化
の
一
途
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、い
ま
だ
解
体
を
待
つ
崩
壊
し
た
多
く
の
建

物
群
を
抱
え
、企
業
再
生
の
足
取
り
は
重
く
、時
に
は

復
興
意
欲
が
減
退
し
、挫
折
へ
の
危
機
も
皆
無
で
は
な

い
。そ

ん
な
現
状
で
は
、粘
り
強
く
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム（
楽

観
主
義
）の
心
を
失
う
こ
と
な
く
、日
々
耐
え
て
い
か

な
け
れ
ば
未
来
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、こ
の
地
の
人
た

ち
は
皆
、心
の
奥
で
思
い
定
め
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、海
の
恩
恵
に
浴
し
、豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
生
き
て
き
た
私
ど
も
は
、決
し
て
ひ

る
む
こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
だ
。

壁
は
厚
く
、苦
難
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、海

に
生
き
て
き
た
気
仙
沼
人
の
気
概
は
、決
し
て
枯
れ
な

い
。気

仙
沼
人
の
気
概
は
枯
れ
ず

す
で
に
三・一
一
か
ら
三
カ
月
後
、気
仙
沼
魚
市
場
で

は
、カ
ツ
オ
水
揚
げ
の
機
能
を
一
部
分
で
は
あ
る
が
、回

復
さ
せ
た
実
績
が
あ
る
。被
災
直
後
の
惨
状
を
見
た
人

た
ち
は
、誰
も
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、気
仙
沼
人
の
活
力
を
ま
ざ
ま
ざ

と
見
た
と
思
う
。

行
政
と
民
間
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
、こ
れ
か
ら
も

続
く
か
も
し
れ
な
い
が
、私
た
ち
は
決
し
て
そ
れ
に
負

け
ず
、前
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て

い
る
。国

際
情
勢
は
緊
迫
し
、マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
も
平
穏

で
は
な
い
。二
重
三
重
の
問
題
は
、こ
れ
か
ら
も
押
し
寄

せ
て
く
る
だ
ろ
う
。「
と
に
か
く
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
！
」
。こ
れ
を
原
点
に
お
い
て
、今
日
か
ら
明
日
へ

と
歩
ん
で
い
く
以
外
に
途
は
な
い
以
上
、全
力
を
傾
注

す
る
覚
悟
だ
。

全
国
各
地
か
ら
の
支
援
、若
者
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど「
絆
」の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
、こ
れ
は

日
本
の
美
徳
と
し
て
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
感
謝
の
念

は
大
変
強
い
。
国
内
外
の
広
い
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

善
意
、義
援
、支
援
に
応
え
る
た
め
に
も
、復
興
の
意
欲

と
努
力
を
消
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
た
い
。	

さまざまな関連業者が集まり、再建への活発な話し合いを行う

復興屋台村気仙沼横丁のオープンには大勢の市民が集まった（2011年11月）
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被
害
の
大
き
さ
計
り
知
れ
な
い

二
〇
一一
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
、東
日
本

を
直
撃
し
た
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九・〇
の
大
地
震
、そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
し
た
巨
大
津
波

か
ら
一
年
半
が
経
過
し
た
。

岩
手
県
の
漁
業
被
害
の
具
体
的
な
状
況
は
、震
災

前
に
有
し
て
い
た
約
一
万
四
〇
〇
〇
隻
の
漁
船
の
う
ち
、

被
害
を
免
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
一
〇
％
。
定
置
網
、刺

し
網
お
よ
び
か
ご
と
い
っ
た
漁
具
ば
か
り
か
、ワ
カ
メ
、

ホ
タ
テ
、カ
キ
な
ど
の
養
殖
施
設
・
生
産
物
ま
で
全
て
が

流
失
し
た
。

ま
た
、岩
手
県
沿
岸
に
は
漁
業
の
基
盤
と
な
る
一	

八
四
の
漁
業
集
落
が
あ
り
、そ
こ
に
は
一
一
一
の
漁
港
が

あ
る
が
、う
ち
一
〇
八
カ
所
の
漁
港
が
損
壊
す
る
な
ど

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
岩
手
に
お
い

て
は
、二
四
漁
協
の
う
ち
一
四
の
事
務
所
が
流
失
・
浸

水
、三
つ
の
地
区
漁
連
、県
漁
連
の
支
所
も
損
壊
・
浸
水

す
る
な
ど
事
務
所
、関
連
施
設
が
機
能
し
な
い
状
態
と

な
っ
た
。ま
た
、県
技
術
セ
ン
タ
ー
、県
栽
培
協
会
、漁

協
の
ア
ワ
ビ
増
殖
施
設
な
ど
の
種
苗
生
産
関
連
施
設
も

全
壊
し
た
ほ
か
、水
産
加
工
・
冷
蔵
冷
凍
・
流
通
関
連
、

給
油
、運
輸
な
ど
多
く
の
関
連
施
設
も
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た（
図
１
）。

岩
手
県
の
海
は
、黒
潮
と
親
潮
に
加
え
、津
軽
海
流

が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、世
界
で
も
有
数
の
漁
場

を
形
成
し
て
い
る
。し
か
も
秋
サ
ケ
、ワ
カ
メ
、ウ
ニ
や
ア

ワ
ビ
な
ど
の「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
積
極
的
に
進

め
、資
源
の
増
大
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、大
震

災
前
に
お
け
る
主
な
生
産
物
の
漁
獲
量
な
ど
は
全
国

屈
指
の
実
績
で
あ
っ
た
だ
け
に
、地
震
津
波
に
よ
る
被

害
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る（
図
２
）。

現
在
、全
国
の
多
く
の
皆
さ
ま
の
励
ま
し
と
行
政
か

ら
の
ご
支
援
の
下
、関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
に
よ
り
、岩
手
県
の
水
産
業
は
、徐
々
に
復
旧
・
復
興

が
進
み
つつ
あ
る
。

水
揚
げ
量
は
五
七
％
ま
で
回
復

現
段
階
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
は
、大

震
災
以
前
と
比
較
し
て
、漁
船
は
被
害
隻
数
の
二
九
％
、

養
殖
施
設
は
四
二
％
ま
で
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、水

揚
げ
量
は
五
七
％
ま
で
回
復
し
て
い
る（
図
３
）。

水
産
加
工
場
の
整
備
は
一
部
再
開
を
含
め
て
五
八
％

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、漁
港
に
つい
て
は
、応
急
復
旧
に
よ

っ
て
全
て
の
漁
港
で
一
部
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。し

か
し
、こ
れ
ら
の
完
全
な
復
旧
に
は
年
数
を
要
し
、復

旧
・
復
興
は
、ま
だ
ま
だ
途
上
の
段
階
で
あ
る
。

苦
境
乗
り
越
え
、沿
岸
漁
業
再
興
に
必
死

岩
手
県
の
沿
岸
漁
業
は
三・一一
の
日
を
境
に
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
。数
年
後
に
は

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」を
軸
に
、「
た
く
ま
し
い
経
営
体
」の
育
成
を
目
指
す
、

と
い
う
。今
、苦
境
を
乗
り
越
え
て
、必
死
で
再
興
に
取
り
組
む
県
漁
連
会
長
に

課
題
と
展
望
を
語
っ
て
も
ら
お
う
。

岩手県漁業協同組合連合会
代表理事会長

大井 誠治 Seiji Ohi

おおい　せいじ
1935年岩手県宮古市生まれ。84年8月に宮古漁業協同
組合理事、2002年6月に代表理事組合長就任。05年6月
から現職。全国漁業協同組合連合会副会長理事を務める。

特
集　
水
産
業
、震
災
復
興
の
い
ま
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特集　水産業、震災復興のいま

ま
た
、取
り
組
み
が
進
む
に
つ
れ
、漁
船
・
漁
具
の
供

給
不
足
、漁
港
工
事
の
た
め
の
資
材
や
技
術
者
な
ど
の

人
材
の
不
足
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
が
生
じ
、復
興
の

ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

被
災
地
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
が
早
期
に
復

興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、支
援
の
継
続
・
強
化
と
、

復
興
に
伴
っ
て
生
じ
る
こ
う
し
た
課
題
へ
の
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、私
は
考

え
て
い
る
。

大
震
災
後
、電
気
、水
道
、電
話
、道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
が
部
分
的
に
回
復
し
た
三
月
二
九
日
、岩
手
県
下

の
漁
協
組
合
長
会
議
を
開
催
し
、情
報
交
換
と
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
へ
県
水
産
関

係
団
体
が
連
携
し
て
要
望
す
る
こ
と
を
決
定
し
、四
月

一
三
日
に
は
岩
手
県
知
事
に
対
し
て
、東
日
本
大
震
災

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た（
要
望
項
目
参
照
）。

併
せ
て
、大
震
災
後
、岩
手
県
を
訪
れ
た
関
係
省
庁
、

各
政
党
幹
部
、関
係
中
央
団
体
幹
部
の
方
々
に
対
し
て

は
、漁
船
を
は
じ
め
漁
港
や
養
殖
施
設
、サ
ケ
ふ
化
場
、

加
工
場
を
復
旧
・
復
興
す
る
た
め
の
全
面
支
援
を
訴
え
、

現
在
も
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
漁
業
再
開
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

中
で
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
放
射
線
の
影
響
や
汚
染
水
の
海
中
放
出
に
よ
り
、水

産
物
に
対
す
る
影
響
や
風
評
被
害
が
生
じ
た
の
は
、何

と
し
て
も
残
念
だ
。国
・
東
京
電
力
に
お
い
て
は
、原
発

事
故
の
早
期
収
束
と
恒
久
的
に
汚
染
水
を
海
に
放
出

し
な
い
よ
う
、万
全
を
期
す
と
と
も
に
、水
産
物
の
安

全
性
の
確
保
お
よ
び
風
評
被
害
対
策
を
強
力
に
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

私
は
、震
災
発
生
直
後
か
ら「
岩
手
の
沿
岸
域
は
水

産
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、生
産
と
加
工
の
双
方
が
車

の
両
輪
の
よ
う
に
平
行
し
て
復
旧
・
復
興
し
な
け
れ
ば

沿
岸
域
の
再
生
は
な
い
」
と
国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関

の
方
々
に
、強
く
訴
え
て
き
た
。

一
体
的
な
再
興
が
最
大
の
課
題

県
の
復
興
計
画
に
お
い
て
も
、水
産
業
は
、「
地
域
に

根
ざ
し
た
水
産
業
を
再
生
す
る
た
め
、両
輪
で
あ
る

漁
業
と
流
通
・
加
工
業
に
つ
い
て
、漁
業
協
同
組
合
を

核
と
し
た
漁
業
、養
殖
業
の
構
築
と
、産
地
魚
市
場
を

核
と
し
た
流
通
・
加
工
体
制
の
構
築
を
一
体
的
に
進
め

る
」
と
の
方
向
を
示
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
方
向
で
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

被
害
状
況
に
よ
っ
て
復
旧
に
地
域
差
は
あ
る
が
、官

民
一
体
と
な
っ
た
以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
ず
漁
協
に
関
し
て
は
、事
務
所
が
被
災
し
た
一
四

図１　岩手県の水産関係被害額
区分 被害の概要 被害額（百万円）

水産施設等 共同利用施設等の流失 1,893カ所 36,575

漁船 漁船の流失、損壊等 13,271隻 33,827

漁具 定置網、刺し網、
かご等の流失 323カ統（カ所） 15,571

養殖施設
ワカメ、コンブ、
ホタテ、カキ等の
養殖施設の流失

25,841台 13,087

水産物

養殖物、カキ、
ホタテ種苗等の流失 49,597t

13、174殻つきカキ等の流失 417,185千個

稚魚等の流失 1,630千尾

漁港関係 防波堤の倒壊等 108漁港 452,705
合計 564,939

岩手県農林水産部調べ

図２　2009年漁業・養殖業生産統計
漁獲量 東北順位 全国順位 全国シェア

サケ・マス類 25,903ｔ 第1位 第2位 11.6％
サンマ 27,661ｔ 第2位 第3位 8.9％
ウニ類 1,478ｔ 第1位 第2位 13.4％
アワビ類 531ｔ 第1位 第1位 28.6％
養殖ワカメ 27,137ｔ 第1位 第1位 44.3％
養殖コンブ 11,383ｔ 第1位 第2位 28.2％
養殖カキ 12,743ｔ 第2位 第4位 6.1％
養殖ホタテ 6,801ｔ 第3位 第4位 2.6％

図３　岩手県の復旧状況

施設名
被災数又は
被災前の状況
（A）

復旧状況
（B）

復旧割合
（B/A） 備考

漁船 13,271隻 3,793隻 29% 2012年3月末
現在

養殖施設 25,841台 10,905台 42% 〃

水揚げ量 138千t
（2010年）

78千t
（2011年） 57% 2010年と

2011年の比較

水産加工場 156カ所 90カ所
（推計） 58% 2012年3月末

現在

〈
要
望
項
目
〉

一	

復
興
院（
省
）の
設
置
等
我
国
の
総
力
を
挙
げ

た
復
興
へ
の
取
組
み

二	

漁
船・漁
具（
定
置
網
含
む
）取
得
、造
船
所
の

復
旧
へ
の
全
面
支
援

三	

生
産（
養
殖
施
設
、サ
ケ
増
殖
施
設
、種
苗
生

産
施
設
等
）、魚
市
場・流
通
加
工・冷
蔵
施
設

等
の
復
興
に
向
け
た
全
面
支
援

四	

漁
港
施
設
の
復
興

五	

流
失
し
た
船
舶
、漁
具
、ゴ
ミ
等（
陸・海・増
殖

河
川
）の
処
理
、海
底
の
調
査・清
掃
等
公
的
費

用
負
担
に
よ
る
処
理（
漁
港
区
域
内
外
す
べ
て

対
象
に
）

六	

金
融
、保
証
制
度
へ
の
緊
急
支
援

七	

漁
協
事
務
所（
電
算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、サ
ー
バ

ー
の
復
旧
費
等
含
む
）及
び
給
油
等
関
連
施

設
復
旧
へ
の
全
面
支
援

八	

漁
業
者
の
住
宅・倉
庫
等
建
設
費
用
の
全
面
支

援
及
び
生
活
、雇
用
対
策
支
援
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の
漁
協
は
速
や
か
な
事
務
再
開
に
向
け
て
仮
設
事
務

所
な
ど
の
手
配
を
行
い
、不
便
な
環
境
の
中
で
は
あ
る

が
業
務
を
再
開
し
て
い
る
。

漁
港
の
う
ち
被
害
を
受
け
た
一
〇
八
港
に
つ
い
て
は
、

震
災
直
後
の
三
月
末
か
ら
、素
早
く
ガ
レ
キ
の
撤
去
に

取
り
組
み
、応
急
工
事
に
よ
り
部
分
的
に
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、地
盤
沈
下
な
ど
に
よ
り
ワ
カ
メ

と
い
っ
た
水
産
物
の
水
揚
げ
に
苦
慮
し
て
お
り
、漁
港

の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
可
能
な
限
り
速
や
か
に
本
格
的

な
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

漁
船
に
関
し
て
は
被
災
漁
船
の
約
半
数
の
六
八
〇	

〇
隻
余
り
を
漁
協
な
ど
の
共
同
利
用
漁
船
と
し
て
二	

〇
一
三
年
ま
で
に
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

定
置
網
に
関
し
て
は
一
三
五
カ
統
の
う
ち
、八
四
カ
統

（
六
二
％
）が
操
業
を
再
開
し
て
い
る
。

養
殖
施
設
は
徐
々
に
回
復
段
階

ま
た
、ワ
カ
メ・
ホ
タ
テ
・
カ
キ
な
ど
の
養
殖
施
設
に
つ

い
て
は
共
同
利
用
施
設
と
し
て
、二
〇
一
三
年
度
ま
で

に
被
災
前
の
七
五
％
に
相
当
す
る
一
万
九
八
八
五
台
を

整
備
す
る
計
画
で
、現
在
約
四
〇
％
の
設
置
が
完
了
し

て
い
る
。

製
氷
、冷
蔵
庫
、加
工
所
な
ど
の
共
同
利
用
施
設
は
、

被
害
の
程
度
に
地
域
差
が
あ
り
、か
つ
、浸
水
域
の
利

用
な
ど
の
構
想
は
固
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、住
民
の
意
見

調
整
が
必
要
な
た
め
流
動
的
な
環
境
下
に
あ
る
こ
と

か
ら
、修
繕
・
新
設
・
整
備
に
つ
い
て
は
徐
々
に
進
ん
で
い

る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

ま
た
、サ
ケ
ふ
化
場
は
被
災
し
た
二
一
ふ
化
場
の
う

ち
、一
五
ふ
化
場
で
応
急
復
旧
を
し
、稚
魚
の
飼
育
生

産
を
再
開
し
て
い
る
。

ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
種
苗
生
産
に
関
し
て
は
県
栽
培
漁
業

協
会
の
種
市
施
設
が
二
〇
一
二
年
度
、大
船
渡
施
設
は

二
〇
一
三
年
度
ま
で
の
復
旧
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る
種
苗
生
産
計
画
と
し
て
ウ

ニ
種
苗
は
、二
〇
一
二
年
か
ら
一
〇
〇
万
個
、二
〇
一
四

年
に
は
二
五
〇
万
個
を
、ア
ワ
ビ
種
苗
は
二
〇
一
四
年

か
ら
一
〇
〇
万
個
、二
〇
一
五
年
に
は
五
〇
〇
万
個
の

供
給
を
目
指
し
て
い
る
。

水
揚
げ
し
た
魚
の
セ
リ
な
ど
を
行
う
魚
市
場
に
関
し

て
は
、県
内
一
三
産
地
魚
市
場
の
全
て
が
被
災
し
た
が
、

大
震
災
か
ら
一
カ
月
後
の
四
月
一
一
日
に
再
開
し
た
宮

古
魚
市
場
を
は
じ
め
、一
三
市
場
全
て
が
応
急
復
旧
な

ど
に
よ
り
部
分
的
な
営
業
を
含
め
再
開
し
、今
後
の
本

格
復
旧
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に
、民
間
流
通
・
加
工
施
設
に
関
し
て
は
県
内

の
沿
岸
の
水
産
加
工
業
一
五
六
社
中
一
三
八
社（
八
八

％
）が
被
災
し
た
が
、一
二
月
末
ま
で
に
一
三
八
社
中

九
〇
社（
六
五
％
）が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
事
業
を
再

開
し
て
い
る
。

漁
船
の
必
要
数
確
保
に
時
間

現
場
の
漁
師
か
ら
は
、一
番
大
切
な
漁
船
を
す
ぐ

そ
ろ
え
て
ほ
し
い
と
の
声
が
非
常
に
強
い
。し
か
し
、造

船
メ
ー
カ
ー
の
供
給
力
に
限
り
が
あ
り
、一
方
漁
師
が

個
々
に
整
備
す
る
に
は
、莫
大
な
初
期
費
用
の
確
保
と

補
助
の
申
請
な
ど
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、現

実
的
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。そ
こ
で
、漁
師
の
負

担
を
軽
減
し
、よ
り
短
期
間
で
漁
船
を
確
保
す
る
た
め

に
、漁
協
が
一
括
で
整
備
し
、共
同
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入（
事
業
に
対
し
て
国
が
三
分
の
一
、県
が
九
分

の
四
、市
町
村
が
九
分
の
一
、漁
協
等
が
九
分
の
一
を
そ

れ
ぞ
れ
補
助
）し
た
。た
だ
、二
〇
一
三
年
を
め
ど
に
整

備
し
て
い
る
が
、実
際
に
は
復
旧
・
復
興
す
る
ま
で
に
も

う
一
年
を
要
す
る
状
況
に
あ
る
。

養
殖
施
設
に
つ
い
て
は
、ロ
ー
プ
・
ア
ン
カ
ー
用
の
砂

利
な
ど
の
資
材
が
大
震
災
の
影
響
で
ス
ム
ー
ズ
に
そ
ろ

わ
な
い
状
況
に
あ
り
、個
人
で
の
施
設
整
備
は
非
常
に

厳
し
い
こ
と
か
ら
、漁
協
が
共
同
養
殖
施
設
を
整
備
し
、

漁
業
者
が
利
用
す
る
方
法
を
導
入
し
て
い
る
。

特
に
、岩
手
県
の
主
要
養
殖
種
で
あ
る
ワ
カ
メ
に
つ
い

て
は
大
震
災
か
ら
復
興
の
第
一
弾
と
位
置
付
け
施
設

の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
、大
震
災
前
の
七
〇
％
を

整
備
し
二
〇
一
二
年
の
春
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

併
せ
て
ホ
タ
テ
・
カ
キ
な
ど
の
養
殖
施
設
の
整
備
も
進

め
て
い
る
が
、こ
れ
ら
養
殖
施
設
の
整
備
が
完
了
す
る

に
は
複
数
年
か
か
る
見
通
し
で
あ
る
。

岩
手
県
の
主
力
の
一
つ
で
あ
る
養
殖
業
は
、リ
ア
ス
式

海
岸
の
入
り
江
を
利
用
し
て
、津
々
浦
々
の
海
面
に
養

殖
施
設
を
設
置
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。

最
寄
り
の
漁
村
に
あ
る
漁
港
で
養
殖
物
の
陸
揚
げ
、

簡
易
な
加
工
、集
出
荷
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、漁
港
は
養
殖
場
へ
の
移
動
時
間
や
油
代
金

の
節
約
、養
殖
業
の
安
全
性
・
生
産
性
の
向
上
な
ど
地

域
社
会
の「
な
り
わ
い
」に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、漁

港
は
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
憩
い
の
場
と
し
て
も
地

域
社
会
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

漁
業
に
は
漁
船
や
、そ
れ
を
し
け
か
ら
守
る
漁
港
も

必
要
で
あ
る
が
、そ
の
多
く
が
被
害
を
受
け
機
能
を
発

揮
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、地
域
の
漁
業
の
継
続
が
危

機
に
ひ
ん
し
て
い
る
。

沿
岸
地
域
社
会
に
あ
っ
て
は
、「
な
り
わ
い
」と
し
て

の
漁
業
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、住
む
人
が
い
な
く
な

苦境乗り越え、沿岸漁業再興に必死
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特集　水産業、震災復興のいま

り
、ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
く
可
能
性
も
あ

る
。こ
の
た
め
、今
般
の
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
漁
港
す
べ
て
を
、早
期
に
復
旧
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、漁
港
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
重
要
な
点
は
、行

政
側
の
目
線
だ
け
で
集
約
化
や
復
旧
す
る
漁
港
の
順

番
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、漁
港
ご
と
に
営
ま
れ
て

い
る
漁
業
形
態
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
漁
港
が
ど
の

機
能
を
優
先
的
に
復
旧
す
る
の
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、漁
協
な
ど
関
係
団
体
と
十
分
に

協
議
し
調
整
し
た
上
で
、早
期
の
復
旧
工
事
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
産
面
の
再
建
と
と
も
に
魚
市
場
、冷
凍
・
製
氷
工

場
そ
し
て
流
通
業
者
、さ
ら
に
は
加
工
業
者
な
ど
、ど

れ
か
一
つ
の
機
能
の
回
復
だ
け
で
は
地
域
産
業
の
サ
イ

ク
ル
は
成
り
立
た
な
い
。こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
一
体
的

な
早
期
復
旧
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、個
々
の
流
通

業
者
お
よ
び
加
工
業
者
へ
の
支
援
も
課
題
で
あ
る
。

国
の
補
助
事
業
は
、こ
れ
ま
で
事
前
着
工
は
で
き
な

か
っ
た
が
、こ
れ
で
は
復
旧
・
復
興
に
遅
れ
を
取
り
、漁

業
・
加
工
業
の
再
建
意
欲
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き
た

私
は
、二
〇
一
一
年
五
月
二
五
日
開
催
の
衆
議
院
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
の
参
考
人
と
し
て
発

言
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、①
漁
業
、流
通
、

加
工
業
の
一
体
的
な
復
旧
、②
早
期
着
手
を
可
能
と
す

る
支
援
措
置
を
遡
及
適
用
す
る
よ
う
提
言
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
の
実
情
を
訴
え
た
。

そ
の
後
、事
業
に
よ
っ
て
は
遡
及
適
用
さ
れ
る
方
向

で
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、加
工
業
者
は
グ
ル

ー
プ
補
助
金
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、復
興

の
灯
り
が
見
え
て
き
て
、大
変
心
強
く
感
じ
た
。

自
然
と
の
共
生
を
重
ん
じ
る
岩
手
県
漁
業
に
お
い
て

主
要
品
目
と
な
っ
て
い
る
秋
サ
ケ
、ア
ワ
ビ
、ウ
ニ
、ワ
カ

メ
な
ど
の「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」の
再
建
こ
そ
が
復
興

へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、徐
々
に
復
旧
し
つつ
あ
る
。

秋
サ
ケ
は
二
〇
一
〇
年
に
比
べ
て
重
量
は
四
六
％
の

八
七
四
八
㌧
と
な
っ
た
が
、金
額
で
は
六
一
％
の
四
六
億

円
と
な
っ
た
。

ア
ワ
ビ
は
一
部
の
漁
場
を
除
き
限
ら
れ
た
共
同
利
用

漁
船
で
一
一
月
、一
二
月
に
操
業
し
、二
〇
一
〇
年
に
比

べ
重
量
は
四
一
％
の
一
四
八
㌧
で
あ
っ
た
が
、金
額
で
は

五
七
％
の
一
八
億
円
と
な
り
、順
調
に
と
は
言
え
な
い

が
、来
漁
期
に
期
待
で
き
る
漁
の
再
開
と
な
っ
た
。

ワ
カ
メ
養
殖
は
大
震
災
前
の
約
七
〇
％
の
養
殖
施
設

を
設
置
し
、大
震
災
か
ら
一
年
後
の
三
月
、四
月
に
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
、全
国
の
皆
さ
ま
に
供
給
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
生
産
量
は
大
震
災
前
の
約
七
〇

％
と
な
る
一
万
四
〇
〇
〇
㌧
、金
額
で
三
一
億
円
だ
が
、

復
興
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
漁
業
者
は
漁
業
資
材
、さ

ら
に
は
住
環
境
も
整
わ
な
い
中
で
、漁
船
の
共
同
利
用

な
ど
創
意
工
夫
し
漁
業
を
再
開
し
、あ
る
い
は
再
開
に

向
け
準
備
を
行
う
な
ど
、懸
命
に
本
県
漁
業
の
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

カ
ギ
は「
た
く
ま
し
い
経
営
体
」

震
災
の
影
響
に
よ
り
今
後
の
漁
業
へ
の
着
業
者
の
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、そ
う
し
た

厳
し
い
環
境
下
で
も
養
殖
業
者
の
規
模
拡
大
な
ど
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、数
年
後
に
は「
つ
く
り
育
て
る
漁

業
」を
軸
に
復
興
が
な
さ
れ
る
よ
う
、「
た
く
ま
し
い
経

営
体
」の
育
成
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、組
合
員
の
生
活
安
定
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
再
構
築
お
よ
び
漁
業
の
発
展
を
加
速
す
る
た
め
、

漁
協
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
、そ
の
目
標
と
し
て
の
県

域
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
単
な
る
構
想
で
は
な
く
、「
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、実
効
性
の
あ
る
内
容
」と
す
べ
く
、

鋭
意
策
定
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岩
手
県
漁
業
関
係
者
は
、こ
れ
ま
で
幾
多
の
災
害
に

遭
遇
し
つ
つ
も
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。こ
の

た
び
の
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
も
何
が
何
で
も
成

し
遂
げ
る
、と
の
強
い
決
意
で
、今
後
も
引
き
続
き
関

係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。	

浜に活気をもたらすアワビの水揚げ（越喜来漁協：2011年12月）
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今
回
の
調
査
テ
ー
マ
は
三
つ
で
す
。

一
つ
目
は
、二
〇
〇
八
年
か
ら
継
続
調

査
し
て
い
る
食
の
志
向
に
関
す
る
も
の
で
、

家
計
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
、食
費
を
節
約
す
る「
経
済

性
志
向
」は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
し
て
い

る
か
な
ど
、消
費
者
の
食
に
関
す
る
意

識
に
つい
て
で
す
。

二
つ
目
は
、六
〇
歳
代
お
よ
び
七
〇
歳

代
の
シ
ニ
ア
層
が
ど
の
よ
う
な
食
に
関
す

る
傾
向
を
持
ち
、ど
の
よ
う
な
商
品
ニ

ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
の
か
で
す
。

ま
た
三
つ
目
は
、米
粉
食
品
に
つ
い
て
、

消
費
者
の
認
知
度
や
印
象
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、一
〇
年
六
月
調
査
と
比
べ
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
調
査
し
ま

し
た
。

【
食
の
志
向
】

経
済
性
志
向
が
反
転
増
加

食
に
関
す
る
志
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
健
康
志
向
」
は
四
四
・九
％
と
前
回

調
査（
二
〇
一
二
年
一
月
）同
様
、回
答

割
合
が
最
も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）。

食
費
を
節
約
す
る「
経
済
性
志
向
」

は
、こ
れ
ま
で
の
低
下
傾
向
か
ら
反
転
し

て
前
回
調
査
か
ら
五・三
ポ
イ
ン
ト
上
昇

の
三
九・七
％
と
な
り
、「
手
作
り
志
向
」

は
前
回
調
査
か
ら
過
去
最
大
の
上
げ
幅

で
あ
る
七・二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
二
六・七

％
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、東
日
本
大
震
災
後
の
一
一
年

七
月
調
査
で
二
八・五
％
に
ま
で
高
ま
っ

日本政策金融公庫・農林水産事業
情報戦略レポート

Report on research

若年層中心に
食の経済性志向

強まる
―平成24年度上半期消費者動向調査―

●

消費者の食の志向はどう変化しているのか。
高齢化が進む日本で、シニア市場の開拓ポ
イントは何か─日本政策金融公庫（日本公
庫）農林水産事業が7月に実施した消費者動
向調査で、その動きを探りました。

た
「
安
全
志
向
」
は
、今
回
調
査
で
は

一
九・九
％
と
ほ
ぼ
震
災
前
の
水
準
に
戻

り
ま
し
た
。

年
代
別
で
は
、「
健
康
志
向
」と「
手

作
り
志
向
」は
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て

割
合
が
高
く
な
り
、「
経
済
性
志
向
」と

「
簡
便
化
志
向
」は
若
い
層
ほ
ど
割
合

が
高
く
な
り
ま
し
た（
図
２
）。

特
に
二
〇
歳
代
と
七
〇
歳
代
を
比
較

す
る
と
、「
健
康
志
向
」で
は
三
五・二
ポ

イ
ン
ト
、「
経
済
性
志
向
」で
は
三
九・〇

ポ
イ
ン
ト
の
か
い
離
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
経
済
性
志
向
」
を
前
回
調
査
と
比

較
す
る
と
、二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代

の
各
層
で
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、特
に

二
〇
歳
代
で
は
四
三・二
％
か
ら
五
七・三

％
へ
一
四・一
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
上
昇
と

な
っ
て
い
ま
す
。
六
〇
歳
代
で
は
大
き

な
変
化
は
な
く
、七
〇
歳
代
で
は
割
合

が
低
下
し
、若
年
層
と
シ
ニ
ア
層
で
対
照

的
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。厳
し
い
経

済
情
勢
を
反
映
し
、若
年
層
で
は
食
費

を
節
約
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

【
シ
ニ
ア
層
の
商
品
志
向
】

九
割
超
が
健
康
を
意
識

高
齢
者
の
人
口
割
合
が
高
ま
る
中
、

六
〇
歳
代
お
よ
び
七
〇
歳
代
の
シ
ニ
ア

層
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
で
、消
費

の
拡
大
が
期
待
で
き
ま
す
。そ
こ
で
、シ

ニ
ア
層
の
消
費
を
活
発
に
す
る
カ
ギ
を

探
り
ま
し
た
。

「
一
〇
年
前
と
比
べ
、食
に
関
す
る
傾

向
は
ど
う
変
化
し
た
か
」
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、シ
ニ
ア
層
で
は「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」

を
気
に
か
け
な
が
ら
、「
低
カ
ロ
リ
ー
」や

「
味
が
薄
め
」の
食
品
を
選
択
し
、「
良

質
な
も
の
」
を
「
食
べ
過
ぎ
ず
適
正
な

量
」で
食
事
を
す
る
傾
向
に
変
化
し
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
３
）。

変
化
し
た
理
由
は「
健
康
に
対
す
る

意
識
の
変
化
」が
も
っ
と
も
多
く
、そ
の

他
の
回
答
を
大
き
く
引
き
離
す
結
果

と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。
ま
た
、普
段

の
食
生
活
で
、シ
ニ
ア
層
の
九
三・五
％
が

「
健
康
を
意
識
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す（
図
５
）。二
〇
歳
代
お
よ
び

三
〇
歳
代
で
も
食
生
活
で
健
康
を
意
識

し
て
い
る
割
合
が
七
一・八
％
と
高
水
準

で
す
が
、年
代
が
上
が
る
と
と
も
に
、食

生
活
で
健
康
を
意
識
す
る
割
合
が
高
ま

り
、シ
ニ
ア
層
で
は
ほ
と
ん
ど
が
食
生
活

で
健
康
を
気
遣
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

「
健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
意
識

し
て
い
る
食
の
行
動
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

シ
ニ
ア
層
で
は「
塩
分
を
控
え
る
・
減
ら

す
」こ
と
を
意
識
し
て
い
る
割
合
が
六
九

％
と
も
っ
と
も
高
く
、次
に「
一
日
三
食

食
の
志
向

シ
ニ
ア
層
の
商
品
志
向
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図１　現在の食の志向（上位）の推移

図２　現在の食の志向（上位・年代別）

図３　１０年前と比べ、食に関する傾向はどう変化したか
（複数回答）

図４　１０年前と比べ、食に関する傾向が変化した理由
（複数回答）
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40代・50代
60代・70代

原材料の品質が
優れているもの

栄養バランスが
良いもの

味付けが薄いもの

少量化されたもの

調理が簡単なもの

30.7
35.3

46.7

33.9
34.9

42.0

14.5
22.7

40.8

5.0
13.0

31.7

37.4
33.0

31.1

個包装されたもの
8.9

14.0
21.1

ど
幅
広
い
食
品
に
、米
粉
が
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、米
の
消
費
拡
大
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

米
粉
食
品
が
、消
費
者
に
ど
の
程
度
浸

透
し
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

「
米
粉
が
色
々
な
食
品
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」と
回
答
し

た
消
費
者
は
全
体
の
七
五・四
％
に
上

り
、同
様
の
調
査
を
行
っ
た
前
回
調
査

（
二
〇
一
〇
年
六
月
）と
ほ
ぼ
同
水
準

と
な
り
ま
し
た（
図
８
）。

食
品
別
で
は
、パ
ン
の
認
知
度
が
九	

七・〇
％
と
前
回
調
査
同
様
に
極
め
て
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
９
）。

前
回
調
査
と
の
比
較
で
は
、パ
ン
や
ピ

ザ
、洋
菓
子
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
一
方

で
、う
ど
ん
、パ
ス
タ
、ラ
ー
メ
ン
と
い
っ

た
め
ん
類
の
認
知
度
に
課
題
が
見
ら
れ

ま
す
。

米
粉
食
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

前
回
調
査
と
同
様
に「
新
し
い
食
感
が

す
る
」が
最
も
高
い
も
の
で
し
た
が
、そ

の
割
合
は
四
五・二
％
か
ら
六
八・五
％
と

前
回
調
査
よ
り
二
三・三
ポ
イ
ン
ト
と
大

幅
に
上
昇
し
ま
し
た（
図
10
）。「
プ
レ

ミ
ア
ム
な
価
値
を
感
じ
る
」や「
お
い
し

い
」
も
前
回
調
査
と
比
べ
大
き
く
上
昇

し
て
お
り
、米
粉
食
品
の
付
加
価
値
が

消
費
者
に
対
し
着
実
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

図７　加工食品を選ぶときのポイント（複数回答） 図６　健康維持・増進のために意識していること（複数回答）

0 20 40 60 80
%

新鮮な食材を
食べる

旬の食材を
食べる

地元で取れる
食材などを食べる

塩分を
控える・減らす

糖分を
控える・減らす

油・油脂類を
控える・減らす

1日3食食べる
（欠食しない）

規則正しい
時間に食べる

適切な食事量
を取る

栄養バランス
よく食べる

44.4
48.7

65.5

38.8
50.6

58.7

26.2
35.9

49.6

46.8
57.2

69.0

32.4
40.0

48.1

43.6
49.7

59.0

47.0
53.4

68.9

32.8
42.1

63.2

40.3
47.8

61.8

48.7
53.2

61.1

食
　
材

成
　
分

食
事
の
取
り
方

20代・30代　　40代・50代　　60代・70代

食
べ
る
」「
新
鮮
な
食
材
を
食
べ
る
」
と

続
く
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
６
）。健

康
の
た
め
の
食
の
行
動
が
、成
分
や
食
事

の
取
り
方
、食
材
と
、多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代
の
層
と
シ

ニ
ア
層
を
比
較
す
る
と
、「
規
則
正
し
い

時
間
に
食
べ
る
」
な
ど
に
つ
い
て
か
い
離

幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
薄
味
」「
少
量
化
」も
ポ
イ
ン
ト

加
工
食
品
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、シ
ニ
ア
層
は「
原
材
料
の
品

質
が
優
れ
て
い
る
も
の
」
が
四
六・七
％

と
も
っ
と
も
高
く
、続
い
て「
栄
養
バ
ラ

ン
ス
」を
重
視
し
て
い
る
結
果
と
な
り
ま

し
た（
図
７
）。

ま
た
、シ
ニ
ア
層
は「
薄
め
の
味
付
け
」

「
少
量
化
」
を
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ
る
割

合
も
高
く
、二
〇
歳
代
か
ら
五
〇
歳
代

の
層
と
の
か
い
離
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

場
合
は
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。【

米
粉
食
品
】

プ
レ
ミ
ア
ム
な
価
値
浸
透

近
年
、こ
れ
ま
で
主
に
小
麦
粉
で
作

ら
れ
て
い
た
パ
ン
や
ケ
ー
キ
、め
ん
類
な

米
粉
食
品
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Report on research

0 10 20 30 40 50 60 70 80
%

新しい
食感がする

あえて使う
必要はない

おいしい

安全・安心

値段が高い

小麦粉等の
代替品

国産原料である

国内農業の
存続に役立つ

プレミアムな
価値を感じる

2010/6
2012/7（今回）

45.2
68.5

2.6 
16.2

45.0
44.6

41.4
43.1

37.8
46.9

35.3
33.5

27.3
27.9

25.6
40.0

7.3
17.9

米
粉
食
品
を
知
っ
て
い
る
消
費
者
の

う
ち
、「
米
粉
食
品
を
食
べ
た
こ
と
が
あ

る
」と
回
答
し
た
消
費
者
は
七
五・四
％

で
、前
回
調
査
と
比
べ
一
二・七
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
ま
し
た（
図
11
）。

米
粉
食
品
の
価
格
に
つい
て
、六
一・四

％
は「
品
質
に
見
合
っ
た
値
段
だ
と
思

う
」と
回
答
し
て
い
ま
す（
図
12
）。

リ
ピ
ー
タ
ー
層
拡
大
に
課
題

し
か
し「
今
後
米
粉
食
品
を
食
べ
た

い
と
思
う
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
食

べ
た
い
と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は

四
八・一
％
で
、過
去
の
調
査
と
比
べ
減

少
し
て
い
ま
す（
図
13
）。

米
粉
食
品
に
つ
い
て
、消
費
者
は
一
定

の
満
足
感
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
食
べ
た
い
と
い
う
意
欲

を
持
つ
リ
ピ
ー
タ
ー
層
の
拡
大
に
は
課

題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。	

（
情
報
戦
略
部　

柚
木　

紗
知
）

〔
調
査
要
領
〕

●
調
査
対
象

全
国
の
二
〇
歳
代
～
七
〇
歳
代
の
男
女

二
〇
〇
〇
人（
男
女
各
一
〇
〇
〇
人
）

●
実
施
時
期

二
〇
一
二
年
七
月
一
日
～
一
二
日

●
調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

図８　米粉が色々な食品に利用されていることを知って
いるか

図１１　米粉を使った食品を食べたことがあるか

図１３　今後、米粉食品を食べたいと思うか

図９　米粉を使った食品で知っているもの（複数回答）

図１２　米粉食品の価格についてどう思うか

図１０　米粉食品に対するイメージ

知っている　　知らない

0 50 100
%

2010/6

2012/7
（今回）

76.3 23.7

75.4 24.6

食べたことがある　　食べたことはない

0 50 100
%

2010/6

2012/7
（今回）

62.7 37.3

75.4 24.6

食べたい　　どちらでもない　　食べたくない

0 50 100
%

2010/6

2012/7
（今回）

54.8 42.2

48.1 48.0

3.0

3.9

パン

ピザ

ケーキ

洋菓子

うどん

パスタ

ラーメン

ぎょうざ
の皮

91.5
97.0

21.0
37.5

59.4
55.5

45.0
54.4

44.8
36.7

31.1
22.2

20.4
20.9

14.0
13.6

2010/6
2012/7（今回）

※2010/6調査では、洋菓子
　は「クッキー」と選択肢表示

0 20 40 60 80 100
%

品質に見合った
値段だと思う

61.4%

品質に比べ
割高感がある
36.5%

品質に比べ割安感がある
2.1%
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山
村 

惠
美
子
さ
ん大

分
県
豊
後
大
野
市

株
式
会
社
み
ら
い
蔵ぞ

う 

代
表
取
締
役
社
長

よ
い
作
物
が

た
く
さ
ん
つ
く
れ
て
、

利
益
に
な
る
。そ
れ
が
、

農
家
の
夢
に
つ
な
が
る
。

農
家
の
夢
が
、私
の
仕
事
。

化
粧
品
販
売
の
仕
事
か
ら
農
業
資
材
販
売
の
別
天
地
へ

転
進
す
る
。土
壌
、肥
料
、品
種
な
ど
専
門
性
を
要
求
さ

れ
る
難
し
さ
を
逆
手
に
、積
極
的
に
営
農
提
案
。化
粧
品

セ
ー
ル
ス
で
磨
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
で
地
域
農
業
を
支
え
、驚
異
的
に
業
績
を
伸
ば
す
。
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母
の
助
言
で
商
売
の
原
点
を
知
る

こ
の
人
が
農
協
の
組
合
長
だ
っ
た
ら

―
。
取

材
中
そ
ん
な
考
え
が
よ
ぎ
っ
た
。
さ
ぞ
か
し
農

家
は
張
り
切
り
、地
域
は
元
気
に
な
る
は
ず
。み

ら
い
蔵
の
代
表
取
締
役
社
長
、山
村
惠
美
子
さ
ん

（
五
九
）の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
終
始
圧
倒
さ

れ
通
し
だ
っ
た
。

農
業
資
材
店
の
運
営
お
よ
び
米
の
集
荷
・
販
売

を
主
に
、資
材
の
訪
問
販
売
や
営
農
指
導
、土
壌

分
析
な
ど
の
検
査
業
務
も
行
う
。
祖
父
が
興
し
、

一
九
五
二
年
に
法
人
化
し
た
穀
物
集
荷
業
、合
資

会
社
山
村
商
店
が
前
身
だ
。

高
校
卒
業
後
、山
村
商
店
の
仕
事
を
手
伝
う

が
、親
の
反
対
を
振
り
き
っ
て
小
林
コ
ー
セ
ー（
現

コ
ー
セ
ー
）に
美
容
部
員
と
し
て
入
社
。一
年
も

せ
ず
デ
パ
ー
ト
内
の
繁
盛
店
を
任
さ
れ
た
が
、売

り
上
げ
不
振
に
直
面
し
た
。

実
家
に
帰
っ
て
母
親
に
相
談
す
る
と「
休
み
の

日
は
何
し
と
る
？
人
が
休
ん
で
い
る
日
に
人
が
や

ら
ん
こ
と
を
し
な
い
と
も
う
か
ら
ん
よ
」と
言
わ
れ
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
た
。
す
る
と
驚
く
ほ
ど
売

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
前
は
売
れ
な
か
っ
た
の
に

な
ぜ
今
は
売
れ
る
の
か
」と
自
身
を
振
り
返
っ
た
。

ラ
イ
バ
ル
店
が
や
ら
な
い
チ
ラ
シ
配
り
を
デ
パ
ー

ト
の
入
り
口
で
や
っ
た
。お
得
意
さ
ん
が
で
き
る

と
、そ
の
人
が
喜
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、実
行
し
た
。

美
容
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
し「
こ
う

す
れ
ば
も
っ
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
」
と
お
客
さ

ん
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
助
言
を
し
た
。こ
れ
ら

が
業
績
に
つ
な
が
っ
た
と
気
付
く
。「
商
売
の
原

点
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
。

三
年
で
退
職
し
、結
婚
し
た
後
は
子
育
て
に
専

念
。
時
々
パ
ー
ト
で
山
村
商
店
を
手
伝
っ
た
。こ

の
頃
、兄
の
幸
次
さ
ん
が
代
を
継
い
で
い
た
。

幸
次
さ
ん
は
九
二
年
、山
村
商
店
を
穀
物
集
荷

業
か
ら
農
業
資
材
店
「
夢
ア
グ
リ
」に
業
態
転
換
。

二
年
後
に
食
管
法
が
廃
止
さ
れ
、米
の
流
通
が
中

抜
き
の
時
代
を
迎
え
る
と
踏
ん
で
の
決
断
だ
っ
た
。

惠
美
子
さ
ん
の
夫
も
夢
ア
グ
リ
で
働
く
よ
う
に

な
っ
た
。と
こ
ろ
が
二
年
後
に
夫
が
亡
く
な
っ
た
。

大
黒
柱
と
し
て
娘
一
人
を
育
て
る
た
め
、兄
妹
コ

ン
ビ
で
会
社
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

顧
客
の
声
を
ヒ
ン
ト
に
事
業
を
拡
大

開
店
当
初
は
売
り
上
げ
も
上
々
だ
っ
た
夢
ア

グ
リ
も
、こ
の
頃
は
停
滞
気
味
だ
っ
た
。
惠
美
子

さ
ん
は
高
齢
者
が
商
品
を
見
や
す
い
よ
う
に
棚
を

低
く
し
た
り
、周
辺
農
家
が
つ
く
る
作
物
を
調
べ
、

そ
れ
に
沿
っ
た
種
子
や
資
材
を
揃
え
た
が
、自
分

な
り
の
改
善
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。「
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析

（
原
材
料
、製
品
商
品
な
ど
の
在
庫
管
理
の
手

法
）も
知
ら
な
か
っ
た
」と
気
付
い
た
惠
美
子
さ
ん
。

閉
店
後
に
経
営
や
財
務
の
本
を
読
み
あ
さ
っ
た
。

あ
る
時
、お
客
さ
ん
に
「
こ
こ
の
人
は“
大
分

鍬
”を
使
う
。こ
の
タ
イ
プ
の
鍬
は
売
れ
な
い
よ
」

と
言
わ
れ
た
。
農
業
資
材
店
を
始
め
た
時
、支
援

を
受
け
た
大
手
商
社
か
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
品
揃

え
を
し
た
が
、地
域
特
性
に
そ
ぐ
わ
な
い
商
品
も

あ
っ
た
。こ
の
時
か
ら「
お
客
さ
ん
の
声
こ
そ
ヒ
ン

ト
。ク
レ
ー
ム
は
皆
で
共
有
化
し
よ
う
」
と
全
員

で
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
る
よ
う
に
し
た
。

p.19
農産物検査員の資格を持つ惠
美子さん。
p.20
右／３人兄弟の末っ子。「好奇

心旺盛な子どもでした」
左上／創業当時からの古い米

蔵が現存。「未来につな
がるいい商品を蔵に集
め、販売する」という意
味が社名に

左下／意見をストレートに言う。
だから農家も心を開く
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肥
設
計
か
ら
変
え
た
方
が
い
い
」
と
助
言
し
て
も
、

プ
ラ
イ
ド
ゆ
え
腹
を
立
て
る
農
家
も
い
る
。「
そ

う
。
結
果
が
出
な
い
と
信
じ
て
も
ら
え
な
い
。
だ

か
ら『
こ
う
す
れ
ば
絶
対
に
増
収
に
な
る
』と
説

得
し
、増
収
す
る
ま
で
支
援
し
ま
す
。
時
間
は
か

か
る
け
れ
ど
、そ
う
や
っ
て
信
頼
関
係
を
築
き
、

初
年
度
の
二
〇
〇
一
年
に
は
八
〇
万
円
だ
っ
た
外

商
課
の
売
り
上
げ
が
一
億
円
ま
で
伸
び
た
」
。

分
析
業
務
を
始
め
、幸
次
社
長
は
研
究
部
門

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、徐
々
に
惠
美
子
さ

ん
が
経
営
面
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
思
っ
た
こ

と
は
必
ず
口
に
す
る
タ
イ
プ
。
そ
れ
が
災
い
し
社

員
と
の
間
に
溝
が
生
ま
れ
、ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。幸
い
一
日
で
終
わ
っ
た
が

「
も
っ
と
周
り
を
見
な
い
と
ダ
メ
だ
と
教
わ
っ
た
。

自
分
が
店
に
立
ち
、売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と

が
最
優
先
で
し
た
が
、外
部
の
研
修
に
も
参
加
し
、

人
事
や
社
員
教
育
も
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
。

男
社
会
の
九
州
、か
つ
保
守
的
な
考
え
が
色
濃

く
残
る
農
業
界
で
ま
っ
と
う
な
こ
と
を
言
う
が
た

め
に
反
発
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。だ
が
決
し

て
他
人
の
せ
い
に
し
な
い
。「
あ
ら
ゆ
る
結
果
は
自

分
が
も
た
ら
す
。自
立
と
自
勝（
自
分
と
勝
負
す

る
）が
私
の
理
念
で
す
」
。

農
家
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

二
〇
〇
五
年
か
ら
、米
の
流
通
に
も
再
び
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。一
時
二
〇
〇
〇
袋
ま

で
落
ち
込
ん
だ
集
荷
量
も
七
万
袋
ま
で
増
え
た
。

「
農
家
も
固
定
収
入
が
入
り
、私
た
ち
は
集
荷

量
が
増
え
、問
屋
に
喜
ば
れ
て
三
方
よ
し
。一
方

や
二
方
よ
し
で
は
商
売
は
続
か
な
い
」
。さ
ら
に
今

年
か
ら
多
角
化
の
一
環
と
し
て
農
地
を
借
り
て
シ

ョ
ウ
ガ
を
生
産
す
る「
交
栄
農
事
営
農
組
合
」を

立
ち
上
げ
た
。

幸
次
さ
ん
か
ら
社
長
の
座
を
譲
ら
れ
、一
八
人

の
社
員
を
率
い
る
。「
こ
れ
が
あ
れ
ば
便
利
と
い
う

ア
イ
デ
ア
は
い
く
ら
で
も
浮
か
ん
で
く
る
」
と
惠

美
子
さ
ん
。
農
家
か
ら「
税
務
申
告
の
際
に
提
出

す
る
資
材
の
購
買
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
」と
言
わ
れ
、

個
人
別
購
入
履
歴
を
つ
く
っ
た
こ
と
か
ら「
Ｉ
Ｔ

を
使
え
ば
よ
り
効
率
的
に
な
る
」
と
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販

売
時
点
情
報
管
理
）デ
ー
タ
を
顧
客
別
に
集
計
す

る
よ
う
に
し
た
。そ
れ
が
顧
客
カ
ル
テ
、営
業
カ
ル

テ
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
。
最
近
で
は
、ほ
場
ご
と

の
損
益
計
算
が
一
発
で
で
き
る
ソ
フ
ト
も
開
発
し
、

自
社
農
場
や
希
望
農
家
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

一
方
で
、農
家
に
本
音
で
物
を
言
う
。「
土
壌
分

析
で
全
て
が
解
決
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
頼
り
過

ぎ
は
ダ
メ
。作
物
管
理
も
結
果
を
出
す
の
も
あ
な

た
」
と
突
き
放
す
こ
と
も
。シ
イ
タ
ケ
づ
く
り
を

目
指
す
農
家
の
た
め
に“
実
証
ハ
ウ
ス
”ま
で
建
て

た
が「
漠
然
と
つ
く
る
ん
じ
ゃ
ダ
メ
。い
く
ら
も
う

け
た
い
か
目
標
を
決
め
て
つ
く
ら
な
い
と
」
と
諭

す
。そ
れ
で
も
惠
美
子
さ
ん
を
慕
っ
て
つ
い
て
く
る
。

真
剣
に
農
家
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
農
家
に
伝

わ
る
か
ら
だ
。「
農
家
が
喜
ぶ
の
は
お
い
し
い
作
物

が
た
く
さ
ん
つ
く
れ
て
利
益
に
な
る
こ
と
。
そ
れ

が
夢
に
つ
な
が
る
。
農
家
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
う

の
が
私
の
仕
事
」
。こ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
…

と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。	

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
よ
う
と
始
め
た
の
が

「
ア
グ
リ
塾
」
だ
。
希
望
者
を
募
っ
て
作
物
や
機

械
、土
壌
の
勉
強
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
参

加
農
家
と
話
を
す
る
と
、い
ろ
ん
な
要
望
が
出
て

き
た
。「
肥
料
を
配
達
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、

訪
問
販
売
す
る「
外
商
課
」
を
立
ち
上
げ
、農
家

を
訪
ね
「
土
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
言
わ
れ
る

と
土
壌
分
析
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
、土
壌
分
析
し
た
結
果
を
見
て
、「
施

商
売
は
得
意
で
も
農
業
の
知
識
は
未
熟
だ
っ
た

惠
美
子
さ
ん
。
取
引
し
た
い
種
苗
店
に
押
し
か
け
、

「
弁
当
持
参
で
来
ま
し
た
。
種
の
こ
と
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
直
談
判
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
徹
底

調
査
し
、現
地
に
駆
け
つ
け
、詳
し
い
人
に
聞
く
。

そ
う
し
て
プ
ロ
の
目
を
養
っ
た
。今
で
は
ス
ー
パ
ー

に
並
ぶ
野
菜
を
見
る
だ
け
で
品
種
を
当
て
ら
れ
る

し
、畑
に
行
け
ば
ひ
と
目
で
反
収
が
分
か
る
。

農
業
資
材
店
と
し
て
は
後
発
の
同
社
。競
合
店

一時、下がった売り上げも現在は回復。「経営者に
は勘、人脈、欲が必要。器にあった借金をすること
も動機付けになる」という
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二
〇
〇
四
年
夏
、京
都
府
宇
治
市
の
茶
園
で
、

わ
が
国
で
初
め
て
チ
ャ
に
寄
生
・
加
害
す
る

ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
、茶
園
へ
の
侵
入
初
期
は

生
息
密
度
が
極
め
て
低
く
発
見
し
に
く
い
が
、侵
入

後
は
生
息
密
度
が
短
期
間
で
爆
発
的
に
増
加
す
る

特
徴
が
あ
り
、全
国
の
茶
園
に
急
速
に
分
布
地
域
を

拡
大
し
た
。
現
在
で
は
、関
東
以
西
の
二
三
都
府
県

の
茶
園
で
寄
生
と
そ
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

本
虫
に
よ
る
被
害
は
、葉
裏
に

寄
生
す
る
成
虫
や
幼
虫
に
よ
る
茶

葉
へ
の
吸
汁
加
害
に
加
え
、幼
虫
に

よ
る
多
量
の
甘
い
汁（
排
せ
つ
物
）

に
誘
発
さ
れ
る「
す
す
病
」の
発
生
、

お
よ
び
茶
葉
品
質
の
低
下
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、成
虫
の
発
生
時
期

が
チ
ャ
の
摘
採
時
期
と
重
な
る
こ

と
か
ら
、収
穫
作
業
者
の
周
辺
を

飛
び
回
る
お
び
た
だ
し
い
成
虫
が

収
穫
作
業
者
の
鼻
・
口
な
ど
に
頻

繁
に
入
り
込
み
、作
業
の
妨
げ
に

な
る
と
い
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

チ
ャ
を
加
害
す
る
こ
の
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
明
治

中
期
に
南
方
か
ら
わ
が
国
に
侵
入
・
定
着
し
て
い
る

カ
ン
キ
ツ
類
の
害
虫
ミ
カ
ン
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
形
態

的
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
初
は「
ミ
カ
ン
ト

ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ（
チ
ャ
系
統
）」と
呼
ば
れ
た
。

ミ
カ
ン
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
、中
国
や
台
湾
で
は
チ

ャ
の
重
要
害
虫
と
さ
れ
て
い
る
が
、わ
が
国
で
は
チ
ャ

へ
の
加
害
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、チ
ャ
系
統
は
海

外
か
ら
の
新
た
な
侵
入
害
虫
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

た
。そ

の
後
の
調
査
研
究
の
結
果
、こ
の
チ
ャ
系
統
は
、

ミ
カ
ン
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
は
遺
伝
的
に
明
ら
か
に

異
な
る
こ
と
、外
部
形
態
で
も
成
虫
前ぜ

ん
し翅
の
白
紋
数

や
四
齢
幼
虫
外
縁
の
白
帯
幅
な
ど
に
違
い
が
あ
る
こ

と
、配
偶
行
動
時
の
雄
の
交
尾
信
号
の
間
隔
に
違
い

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

こ
う
し
て
ミ
カ
ン
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
は
別
種
の

侵
入
害
虫
と
し
て
、「
チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」と
命

名
し
、新
種
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、ミ
カ
ン
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は

チ
ャ
に
寄
生
せ
ず
、カ
ン
キ
ツ
類
な

ど
に
寄
生
す
る
。

そ
の
一
方
で
、チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
は
ミ
カ
ン
に
は
寄
生
せ
ず
、チ
ャ
、

ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
植
物
に
寄
生
す
る

こ
と
、チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
国

内
で
の
分
布
拡
大
に
既
発
地
域
か

ら
の
チ
ャ
苗
木
や
生
葉
の
移
動
が
あ

っ
た
こ
と
、天
敵
と
し
て
寄
生
蜂
シ

ル
ベ
ス
ト
リ
コ
バ
チ
が
有
力
で
あ
る

こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、発
見
さ
れ
た
チ
ャ
ト
ゲ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
、中

国
か
ら
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
輸
入
植
物
に
付
着
し
て
侵

入
し
た
特
異
な
例
で
あ
る
が
、海
外
か
ら
の
侵
入
害

虫
に
無
縁
で
あ
っ
た
チ
ャ
で
も
新
た
な
侵
入
害
虫

発
生
の
リ
ス
ク
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の

と
注
目
さ
れ
る
。

当
面
の
対
策
と
し
て
、本
侵
入
害
虫
の
防
除
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
※
）で
公
表
さ
れ
て
い
る
。	

葉裏に寄生するチャトゲコナジラミ（左）と雌成虫
（京都府農林水産技術センター農林センター茶業研究所提供）

 チャの侵入新害虫 
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

袴田 勝弘

はかまた かつひろ
１９４４年静岡県生まれ。静岡大学農学部卒業後、
農林省茶業試験場入省、農林水産省野菜茶業
試験場茶利用加工部長、（独）農研機構野菜茶
業研究所茶業研究官を経て、２００５年から農林公
庫（現日本政策金融公庫）勤務。12年9月末日に
退任。専門は茶の利用加工・栄養生理。主な編著
書に『お茶の力』（化学工業日報社）がある。

Profile

※http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/siryou2/index.html
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人生かけた烏骨鶏への情熱
カステラ生産に切り替え開花

石川県金沢市
烏骨鶏グループ

会長の河内さん

会長●
年商●

事業内容●

河内 隆徳
12億円
烏骨鶏卵の生産、洋菓子製造販売

カ
ス
テ
ラ
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド

「
人
生
の
全
て
を
烏
骨
鶏
に
さ
さ
げ

て
き
た
。
毎
日
の
よ
う
に
鶏
舎
で
共
に

寝
起
き
も
し
た
。
今
で
は
一
目
見
た
だ

け
で
鶏
の
体
調
が
分
か
る
」

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
の
中
核
で
あ
る
株

式
会
社
中
国
医
食
研
究
所
の
オ
ー
ナ

ー
で
、会
長
の
河
内
隆
徳
氏（
六
六
歳
）

は
こ
れ
ま
で
の
長
い
苦
闘
時
代
の
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
語
る
。

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
が
製
造
・
販
売
す

る
烏
骨
鶏
の
卵
を
用
い
た
カ
ス
テ
ラ
は
、

東
京
都
内
の
有
名
デ
パ
ー
ト
で
も
販
売

さ
れ
る
な
ど
、今
や
金
沢
に
と
ど
ま
ら

ず
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
お
菓
子
と
な
る
ほ

ど
の
存
在
感
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、河
内
氏
に
よ
る
と
、こ
こ
に

至
る
ま
で
に
は
、長
い
道
の
り
と
苦
難

が
あ
っ
た
。

河
内
氏
と
烏
骨
鶏
の
初
の
出
会
い
は
、

今
か
ら
四
三
年
前
の
一
九
六
九
年
だ
。

あ
る
商
社
か
ら
の
依
頼
で
、ブ
ロ
イ
ラ

ー
の
飼
養
技
術
な
ど
を
現
地
指
導
す

る
た
め
、中
国
に
赴
い
た
。
当
時
、日
本

で
は
見
た
こ
と
の
な
い
、皮
膚
や
骨
、内

臓
ま
で
が
黒
い
鶏
が
、中
国
で
は
漢
方

薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、

帰
国
後
に
飼
育
を
開
始
し
た
。

ま
た
、そ
の
薬
効
を
調
べ
る
た
め
、烏

骨
鶏
を
す
り
つ
ぶ
し
た
粉
末
を
四
年
間
、

マ
ウ
ス
に
投
与
し
て
効
果
を
確
認
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
た
ら
ず
、み
ず
か

ら
の
身
体
で「
実
験
」に
着
手
。二
カ
月

間
粉
末
を
服
用
し
、病
気
治
療
の
名
目

で
肝
細
胞
を
摘
出
し
、そ
の
効
果
を
確

か
め
る
と
い
う
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
が

河
内
氏
に
は
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、一
時
は
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ

プ
が
か
か
る
ほ
ど
だ
っ
た
。そ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
て
、そ
の
後
、薬
と
し
て
の
販
売

を
断
念
し
た
。

た
だ
、河
内
氏
は
当
時
、共
同
研
究

を
し
て
い
た
富
山
医
科
薬
科
大
学（
当

時
）の
教
授
の
勧
め
も
あ
り
、健
康
食

品
と
し
て
の
販
売
に
シ
フ
ト
し
た
。

そ
し
て
精
力
的
に
全
国
を
売
り
歩
い

た
が
、日
本
国
内
で
は
烏
骨
鶏
の
知
名

度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、一
〇
年
近
く

泣
か
ず
飛
ば
ず
の
状
況
が
続
い
た
。

二
女
が
六
次
化
の
道
拓
く

し
か
し
、運
は
何
が
き
っ
か
け
で
向
い

て
く
る
か
、分
か
ら
な
い
。河
内
氏
に
大

き
な
幸
運
が
訪
れ
た
の
だ
。

そ
れ
は
、有
名
デ
パ
ー
ト
の
バ
イ
ヤ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、「
最
後
の

賭
け
」の
つ
も
り
で
烏
骨
鶏
の
卵
を
使

っ
た
カ
ス
テ
ラ
を
菓
子
業
者
に
つ
く
ら

せ
て
み
る
と
、こ
れ
が
予
想
以
上
の
好

評
を
得
た
の
だ
。

そ
こ
で
、河
内
氏
は
自
社
で
製
造
・
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販
売
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
と
は
い

え
、菓
子
づ
く
り
の
経
験
は
な
く
、カ
ス

テ
ラ
づ
く
り
は
手
探
り
の
状
態
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ

た
の
が
、ま
だ
入
社
間
も
な
い
二
女
だ
っ

た
。そ
の
後
二
年
間
、毎
日
カ
ス
テ
ラ
を

焼
き
続
け
て
材
料
の
レ
シ
ピ
や
焼
き
加

減
を
徹
底
追
求
し
た
。文
字
通
り
苦
闘

の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
て
、二
女
が
結
婚
退
社
す
る

三
日
前
に
、つ
い
に
烏
骨
鶏
の
卵
が
本

来
持
つ
味
わ
い
を
引
き
出
し
た
カ
ス
テ

ラ
を
焼
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
に
、そ
の
と
き
、

河
内
氏
は
泣
き
な
が
ら
思
わ
ず
娘
を

抱
き
し
め
た
、と
い
う
。こ
の
長
い
道
の

り
を
経
て
、二
〇
〇
一
年
に
完
成
さ
せ

た
カ
ス
テ
ラ
が
今
で
は
「
天
来
烏
骨
鶏

か
す
て
い
ら
」
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
の
年

商
一
二
億
円
の
大
半
を
稼
ぎ
出
す
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

温
泉
を
掘
削
し
暖
房
に
利
用

こ
の
カ
ス
テ
ラ
づ
く
り
の
成
功
へ
の
道

の
り
は
、そ
の
ま
ま
烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ

の
六
次
産
業
化
へ
の
歩
み
で
も
あ
る
。

と
い
う
の
も
、一
次
産
業
と
し
て
農

場
部
門
の
㈱
中
国
医
食
研
究
所
を
一	

九
八
六
年
に
立
ち
上
げ
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
、そ
の
後
、二
次
産
業
に
当
た
る

菓
子
類
の
製
造
・
販
売
を
担
う
㈱
烏
骨

鶏
を
二
〇
〇
四
年
に
設
立
。
現
在
で
は

県
内
八
店
舗
の
ほ
か
、都
内
な
ど
県
外

に
三
店
舗
を
構
え
る
に
至
っ
た
か
ら
だ
。

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
は
、金
沢
市
と
隣

町
の
津
幡
町
の
二
カ
所
の
農
場
で
、自

然
豊
か
な
環
境
の
中
、三
万
羽
の
烏
骨

鶏
を
飼
育
。カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
原
料
と

な
る
卵
を
生
産
し
て
い
る
。
烏
骨
鶏
は

通
常
の
鶏
と
比
べ
て
飼
育
が
難
し
く
、

産
卵
量
も
少
な
い
が
、四
〇
年
以
上
の

間
の
経
験
か
ら
独
自
の
飼
料
配
合
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
編
み
出
し
、絶
え
間
な
い

卵
の
生
産
を
可
能
に
し
た
。

近
年
は
原
油
や
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
が
高
騰
を
続
け
て
い
る
。畜
舎

内
の
暖
房
や
除
湿
な
ど
で
ボ
イ
ラ
ー
を

使
用
す
る
畜
産
農
家
に
は
大
き
な
負

担
で
あ
り
、雪
国
の
北
陸
地
方
で
は
な

お
さ
ら
で
あ
る
。
烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
の

農
場
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
河
内
氏
は
、ユ
ニ
ー
ク
な
解

決
策
を
思
い
つ
く
。な
ん
と
、農
場
の
中

で
温
泉
を
掘
削
し
て
、そ
の
熱
を
活
用

す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

持
ち
前
の
実
行
力
も
あ
り
、決
断
し

た
ら
行
動
は
素
早
い
。二
〇
〇
九
年
に

掘
削
を
始
め
、一
キ
ロ
ほ
ど
掘
り
下
げ

た
結
果
、本
当
に
温
泉
が
湧
き
出
し
た
。

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
で
は
鶏
舎
の
床
面

に
温
泉
を
流
す
パ
イ
プ
を
張
り
巡
ら

せ
、そ
の
熱
を
利
用
。二
四
時
間
絶
え

間
な
い
暖
房
や
効
果
的
な
除
湿
が
可
能

と
な
り
、灯
油
代
の
節
減
の
み
な
ら
ず
、

臭
い
を
抑
え
、衛
生
的
な
飼
育
環
境

を
実
現
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

農
場
の
入
り
口
に
足
湯
施
設
を
建
設
し

て
無
料
で
開
放
。
今
で
は
地
元
の
人
た

ち
の
憩
い
の
場
だ
。

鶏
糞
堆
肥
で「
烏
骨
鶏
米
」も

温
泉
の
利
用
を
機
に
、河
内
氏
は
環

境
問
題
に
も
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

た
。化
石
燃
料
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
、

環
境
負
荷
の
小
さ
い
循
環
型
農
業
を
実

現
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
に
着
手
し
た
の
が
、質
の
高
い

鶏
糞
堆
肥
の
製
造
だ
。
従
来
の
焼
却
廃

棄
の
方
法
で
は
、灯
油
代
が
か
か
る
だ

け
で
な
く
、無
用
な
二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
２
）の
排
出
に
つ
な
が
る
。

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
は
研
究
を
重
ね
、

発
酵
設
備
の
開
発
や
、発
酵
を
促
す
細

菌
の
抽
出
・
培
養
に
独
自
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
結
果
、土
壌
の
微
生
物
を
活

性
化
さ
せ
る
良
質
な
堆
肥
の
製
造
が
可

能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、こ
の
堆
肥
を
使
い
、能
登
地

域
の
農
家
と
協
力
し
て
米
の
栽
培
に
も

着
手
。
将
来
的
に
は「
烏
骨
鶏
米
」
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
き
た
い
と

河
内
氏
は
考
え
て
い
る
。

現
在
で
は
、堆
肥
が
発
酵
す
る
際
に

生
じ
る
熱
を
循
環
型
農
業
の
中
で
有
効

に
利
用
す
る
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

堆
肥
に
も
み
殻
や
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で

の
使
用
済
み
菌
床
な
ど
を
混
ぜ
、
十
分

に
発
酵
さ
せ
る
と
、七
〇
～
八
〇
度
の

高
い
熱
が
発
生
。こ
の
中
に
パ
イ
プ
を
通

し
、水
を
循
環
さ
せ
る
と
約
六
〇
度
の

温
水
と
な
る
。

こ
の
回
収
熱
を
温
室
内
の
暖
房
や
養

殖
池
の
温
度
調
整
な
ど
、農
産
物
の
栽

培
や
魚
の
養
殖
に
役
立
て
る
の
だ
。
ま

た
、熱
を
回
収
し
た
後
は
、堆
肥
と
し

て
再
利
用
も
可
能
だ
。
独
自
に
プ
ラ
ン

ト
を
開
発
・
設
計
し
、金
沢
大
学
と
共

同
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。

地
域
の
農
業
振
興
へ
貢
献
も

未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る
循

環
型
農
業
の
確
立
と
農
業
活
性
化
に
よ

る
地
域
振
興
を
結
び
付
け
た
い
と
い
う

河
内
氏
の
思
い
は
、能
登
地
域
で
の
プ
ラ

ン
ト
設
置
に
よ
る
実
証
試
験
と
い
う
形

で
、行
政
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
実

現
に
向
け
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

将
来
は
堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
栽

培
や
堆
肥
発
酵
熱
を
使
っ
た
ハ
ウ
ス
栽

培
な
ど
に
取
り
組
み
、過
疎
化
が
進
む

能
登
地
域
の
再
生
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
。河
内
氏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
こ
れ
か
ら

も
続
く
。	

（
情
報
戦
略
部　

田
口　

靖
之
）
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今
回
は
、わ
が
国
の
農
業
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、長

期
的
な
営
農
支
援
政
策
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

現
場
か
ら
の
声
と
し
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
い
る
広
島
県
は
中
山
間
地
や
島
し
ょ
部
が
多
く
、農

業
は
小
規
模
零
細
性
が
特
徴
で
す
。一
戸
当
た
り
の
耕
地

面
積
は
〇
・八
一
㌶
で
、都
府
県
平
均
の
約
半
分
で
す
。
広

島
県
の
耕
地
面
積
は
約
六
万
㌶
で
す
が
、毎
年
約
一
一
〇
〇

㌶
減
少
し
て
い
ま
す
。

基
幹
的
農
業
従
事
者
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
割
合
も

七
五
％
と
全
国
二
位
の
高
さ
で
す
。フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
の
あ

る
小
田
地
区
も
二
三
三
戸
、約
六
〇
〇
人
の
集
落
で
す
が
、

六
五
歳
以
上
の
人
の
割
合
は
四
二
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
わ
が
国
が
抱
え
る
課
題
を
先
取

り
し
て
お
り
、崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
る
状
況
と
言
え

ま
し
ょ
う
。こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、広
島
県
で

は
島
根
県
な
ど
と
と
も
に
、全
国
に
先
駆
け
て
集
落
営
農

組
織
の
法
人
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

施
設
型
農
業
の
場
合
、個
別
経
営
で
あ
っ
て
も
設
備
投
資

な
ど
に
よ
り
所
得
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で

す
が
、土
地
利
用
型
農
業
の
場
合
は
困
難
で
す
。こ
の
土
地

利
用
型
農
業
の
経
営
効
率
を
高
め
、所
得
を
向
上
さ
せ
る

手
段
の
一
つ
が
、集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
な
の
で
す
。

集
落
営
農
の
メ
リ
ッ
ト
は
、農
地
集
積
に
よ
る
作
業
効
率

の
向
上
や
、農
地
を
荒
廃
さ
せ
ず
維
持
で
き
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に
よ
っ

て
金
融
機
関
や
取
引
先
か
ら
の
信
用
力
向
上
や
税
制
上
の

優
遇
措
置
な
ど
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、実
際
に
集
落
を
取
り
ま
と
め
る
の
は
簡
単
で
は

な
く
、集
落
の
全
員
が
納
得
す
る
ま
で
粘
り
強
く
話
し
合
い

を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、集
落
の

核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

広
島
県
で
は
、県
農
業
会
議
が
二
〇
〇
一
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
集
落
法
人
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
受
講
生
が
核
と

な
っ
て
、法
人
を
設
立
す
る
と
い
う
、よ
い
流
れ
が
で
き
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
な
る「
駆
け
る
人
」だ
け
で

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ

吉
弘 

昌
昭

（
七
三
歳
）

●
よ
し
ひ
ろ　

ま
さ
あ
き
●

一
九
三
八
年
広
島
県
生
ま
れ
。六
〇
年
広
島
県

庁
入
庁
、安
芸
津
農
業
改
良
普
及
所
長
を
最

後
に
九
七
年
退
職
。そ
の
後
、広
島
県
農
業
会

議
次
長
を
経
て
、二
〇
〇
五
年
に「
農
事
組
合

法
人
フ
ァ
ー
ム・お
だ
」を
設
立
し
、組
合
長
理

事
を
務
め
る
。農
山
漁
村
の
過
疎
化
・
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、全
国
に
先
駆
け
て
広
島
県

の
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
を
推
進
。広
島

大
学
大
学
院
生
物
圏
科
学
研
究
科
博
士
課
程

前
期
修
了
。広
島
県
農
業
法
人
協
会
会
長
。
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主張・多論百出

給
率
向
上
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、本
題
で
す
が
、わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、政
府

目
標
の
五
〇
％
に
対
し
て
三
九
％
で
あ
り
、食
料
安
全
保
障

を
考
え
る
と
危
険
な
状
況
で
す
。食
生
活
の
多
様
化
が
そ
の

一
因
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、政
府
と
し
て
目

標
を
設
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
、目
標
達
成
ま
で
の
具
体
的
な

道
筋
を
生
産
者
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
府
が
も
し
本
当
に
自
給
目
標
を
達
成
す
る
つ
も
り
で

あ
る
な
ら
、長
期
に
わ
た
っ
て
農
業
経
営
を
安
定
化
さ
せ
る

営
農
支
援
政
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。い
つ
打
ち
切
ら
れ

る
か
分
か
ら
な
い
短
期
的
な
予
算
補
助
制
度
で
は
な
く
、法

律
に
よ
っ
て
長
期
的
な
営
農
支
援
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

安
心
し
て
営
農
を
続
け
る
た
め
の
具
体
的
な
道
筋
が
示
さ

れ
な
け
れ
ば
、経
営
者
は
先
を
見
通
し
た
事
業
計
画
が
立

て
ら
れ
ず
、規
模
拡
大
な
ど
の
投
資
に
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
。

法
人
化
さ
れ
た
集
落
営
農
組
織
が
農
地
を
守
り
、所
得
向

上
を
図
っ
て
、若
い
担
い
手
の
受
け
皿
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

持
続
的
な
経
営
効
率
化
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。わ
が
国

の
農
業
を
守
り
続
け
る
た
め
に
も
、最
低
一
〇
年
は
変
わ
ら

な
い
営
農
支
援
政
策
も
併
せ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。	

な
く
、リ
ー
ダ
ー
を「
支
え
る
人
」と
話
し
合
い
で
決
め
た
内

容
が
後
戻
り
し
な
い
よ
う
に
記
録
し
て「
ま
と
め
る
人
」も
い

な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、こ
の
講
座
へ
の
申
し

込
み
に
当
た
っ
て
は
、一
集
落
か
ら
複
数
名
で
参
加
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム･

お
だ
で
は
、昨
今
の
六
次
産
業
化
の
流
れ
を

受
け
、今
年
の
四
月
か
ら
米
粉
パ
ン
の
製
造
・
直
売
所

「
パ
ン
＆
米
夢（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
）」の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

初
年
度
の
売
り
上
げ
目
標
は
一
二
〇
〇
万
円
で
す
が
、既
に

売
り
上
げ
は
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
て
お
り
、滑
り
出
し

は
順
調
で
す
。
今
は
店
舗
で
の
直
売
だ
け
で
す
が
、将
来
的

に
は
地
域
の
学
校
給
食
用
へ
の
納
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

米
粉
は
小
麦
粉
と
比
べ
て
コ
ス
ト
が
二
倍
以
上
か
か
る
た

め
、実
現
に
は
行
政
の
補
助
が
不
可
欠
で
す
。
近
隣
の
岡
山

県
で
も
既
に
補
助
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、広
島
県
で
も

同
様
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

子
ど
も
の
味
覚
は
鋭
い
の
で
、お
い
し
い
も
の
は
よ
く
食
べ

ま
す
。小
さ
い
頃
か
ら
良
質
な
地
元
食
材
に
舌
を
慣
れ
さ
せ

て
お
け
ば
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
の
子
ど
も
に
同
じ

も
の
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
よ
い
循
環
が
生
ま
れ
れ
ば
、将
来
的
な
食
料
自

自
給
目
標
の
達
成
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば

政
府
は
長
期
的
な
営
農
支
援
政
策
を
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花
き
栽
培
の
兼
業
農
家
か
ら
果
菜
類

の
苗
づ
く
り
に
転
換
し
、事
業
化
に
成
功

し
た
経
営
判
断
は
変
革
の
担
い
手
に
ふ
さ

わ
し
い
。有
限
会
社
立
ち
上
げ
、外
部
資

本
導
入
の
た
め
の
株
式
会
社
化
に
続
い
て
、

市
場
か
ら
農
業
へ
の
投
資
マ
ネ
ー
を
得
よ

う
と
、新
興
株
式
市
場
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に

上
場
も
果
た
し
た
。次
は
年
商
一
〇
〇
億

円
企
業
、東
京
証
券
取
引
所
一
部
上
場
を

目
指
す
と
い
う
。先
進
モ
デ
ル
を
つ
く
る

タ
フ
な
農
業
人
と
言
っ
て
い
い
。

花
き
栽
培
兼
業
が
始
ま
り

―
ト
マ
ト
な
ど
果
菜
類
の
苗
づ
く
り
の

企
業
が
経
営
の
評
価
を
受
け
、新
興
市
場

に
株
式
上
場
を
果
た
す
に
至
る
経
営
力

は
す
ご
い
で
す
ね
。

山
口　
お
褒
め
い
た
だ
く
と
う
れ
し
い
で

す
ね
。こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
の

シ
リ
ー
ズ　

変
革
は
人
に
あ
り

果
菜
類
の
苗
づ
く
り
で
ト
ッ
プ
企
業

先
進
モ
デ
ル
例
、東
証
上
場
目
指
す

山
口 

一
彦
さ
ん

愛
媛
県

ベル
グ
ア
ー
ス
株
式
会
社

は
、多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。で
も

私
自
身
、農
業
に
関
し
て
は
、し
っ
か
り
と

し
た
経
営
を
す
れ
ば
、必
ず
成
長
産
業
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

―
ス
タ
ー
ト
は
豆
腐
販
売
と
花
き
栽

培
の
兼
業
農
家
だ
っ
た
と
か
。

山
口　
そ
う
で
す
。今
も
健
在
の
父
親
が
、

パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
き
栽
培
を
中
心
に
兼

業
農
家
と
し
て
、経
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
姉
と
私
の
二
人
だ
け
。
私
は

小
さ
い
頃
か
ら
農
業
、特
に
モ
ノ
づ
く
り
に

関
心
が
あ
り
、農
業
を
継
ぐ
こ
と
を
当
然

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

父
親
を
見
て
い
て
、経
営
が
で
き
て
い
な

い
、私
な
ら
必
ず
も
う
か
る
経
営
を
す
る

ぞ
、と
い
う
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

―
親
の
背
中
を
見
て
経
営
に
関
し
て
、

問
題
あ
り
と
い
う
の
も
鋭
い
で
す
ね
。

山
口　

父
親
は
探
究
心
が
旺
盛
で
、見

習
う
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

利
益
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
は
無
頓
着
だ

っ
た
の
で
、私
は
利
益
の
出
せ
る
農
業
に

こ
だ
わ
り
を
持
ち
ま
し
た
。

分
業
化
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

―
苗
は
、農
業
者
が
自
分
で
つ
く
る
も

の
で
、他
人
が
つ
く
っ
た
苗
を
買
っ
て
育
て

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ

れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
さ
れ
た
理
由
は
？

山
口　
か
つ
て
と
違
っ
て
、今
は
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、そ
こ
に
事
業
化
、ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
で
す
。
私
の
場
合
、そ
れ
が

果
菜
類
の
苗
づ
く
り
だ
っ
た
の
で
す
。

―
農
業
の
環
境
変
化
と
い
う
の
は
？

山
口　
生
産
者
の
高
齢
化
が
急
テ
ン
ポ
で

進
む
一
方
で
、生
産
性
を
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
競
争
に
勝
て
な
い
厳
し
い
農
業
の

現
実
が
あ
り
ま
す
。私
は
農
業
の
現
場
で

そ
れ
を
見
て
い
て
、コ
ス
ト
の
削
減
が
必
要

で
、そ
の
た
め
に
は
分
業
化
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
そ
の
分
業
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
苗
づ

く
り
で
や
っ
て
み
よ
う
と
？

山
口　
生
産
者
は
自
分
の
苗
に
こ
だ
わ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
高
齢
化

が
進
み
、種
を
播
い
て
育
苗
す
る
手
間
や

時
間
的
な
コ
ス
ト
を
省
き
た
い
気
持
ち
が

強
い
の
で
す
。し
か
も
台
風
や
集
中
豪
雨

で
苗
を
傷
め
る
リ
ス
ク
が
多
く
な
り
、そ

の
備
え
も
必
要
で
、余
分
の
苗
の
準
備
に

は
さ
ら
に
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

―
そ
こ
で
、コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、苗
づ

く
り
の
肩
代
わ
り
を
提
案
さ
れ
た
。

山
口　
そ
う
で
す
。
種
代
金
、育
苗
な
ど

の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
事
業
化
の
提
案
を
私

が
行
い
、い
つ
で
も
生
産
者
が
苗
を
必
要
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変革は人にあり

と
す
る
と
き
に
、タ
イ
ム
リ
ー
に
供
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
業
化
が
可
能
に
な
る
、

と
訴
え
た
の
で
す
。

―
で
も
、農
業
の
現
場
で
認
知
さ
れ
る

に
は
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
は
？

山
口　
当
初
は
そ
う
で
し
た
。し
か
し
生

産
者
の
高
齢
化
と
い
う
現
実
に
加
え
て
、

農
業
の
現
場
は
多
品
種
少
量
生
産
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、豪
雨
な
ど
で
流
さ

れ
た
多
品
種
の
農
産
物
の
苗
の
確
保
は
と

て
も
大
変
な
の
で
す
。

　

だ
か
ら
、一
度
、苗
供
給
の
存
在
を
認

め
て
も
ら
う
と
、逆
に
期
待
も
強
ま
る
よ

う
に
な
り
、次
第
に
事
業
化
の
め
ど
が
付

き
ま
し
た
。

プ
ロ
農
業
者
か
ら
積
極
注
文

―
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
は
苗
が
倒
伏

し
て
ダ
メ
に
な
り
、代
わ
り
の
苗
を
、と
い

っ
た
か
た
ち
で
、逆
に
忙
し
く
な
る
？

山
口　
も
ち
ろ
ん
で
す
。台
風
シ
ー
ズ
ン

に
農
業
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
の
は
、わ
れ

わ
れ
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
で
す
。
商
品
の
苗
を

し
っ
か
り
と
守
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

供
給
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
信
頼
関
係

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
供
給
責
任
は
農
業
に
と
っ
て
は
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

山
口　
今
の
農
業
者
の
中
に
は
、天
候
異

変
な
ど
を
理
由
に「
仕
方
が
な
い
」
と
生

産
物
の
供
給
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、ど
ん
な
理
由
が
あ

れ
、農
業
は
常
に
供
給
責
任
を
果
た
す
、

と
い
う
取
り
組
み
姿
勢
が
大
事
で
す
。

　

私
の
場
合
、そ
れ
が
果
菜
類
の
苗
な
の

で
す
。今
で
は
、そ
の
信
頼
関
係
が
ベ
ー
ス

に
な
り
、私
が
農
業
の
現
場
に
提
案
し
た

よ
う
な
生
産
性
向
上
の
た
め
分
業
化
を

進
め
る
考
え
が
浸
透
し
、プ
ロ
の
農
業
者

か
ら
積
極
的
に
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。―

受
注
を
ベ
ー
ス
に
、年
間
二
八
〇	

〇
万
本
の
苗
を
生
産
す
る
企
業
に
急
成

長
さ
れ
る
の
は
、す
ご
い
こ
と
で
す
。
生
産

体
制
は
ど
う
い
っ
た
か
た
ち
で
？

山
口　
ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
、ナ
ス
、ピ
ー
マ

ン
な
ど
需
要
が
見
込
め
る
果
菜
類
の
苗
の

受
注
生
産
で
、注
文
に
応
じ
て
対
応
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

プ
ロ
の
農
業
者
は
、直
接
注
文
あ
る
い

は
農
協
経
由
の
注
文
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、全
体
の
七
〇
％
に
上
り
ま
す
。
残
り

の
三
〇
％
は
家
庭
菜
園
用
の
需
要
で
、ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
経
由
の
注
文
が
多
い
。消

費
者
の
方
々
の
手
づ
く
り
野
菜
ブ
ー
ム
が

広
が
っ
て
お
り
、今
後
、需
要
が
期
待
で

き
る
分
野
で
す
。

大
手
種
メ
ー
カ
ー
と
提
携

―
種
の
生
産
は
？

山
口　
こ
れ
こ
そ
私
が
言
う
分
業
化
で

す
。ベ
ル
グ
ア
ー
ス
は
大
手
の
種
メ
ー
カ

ー
と
提
携
し
て
発
芽
率
の
い
い
種
の
供
給

を
受
け
、苗
の
生
産
を
わ
れ
わ
れ
が
分
担

す
る
経
営
で
す
。大
手
の
種
メ
ー
カ
ー
に

は
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
に
資
本
参
加
し
て
も
ら

っ
て
お
り
、提
携
関
係
に
あ
り
ま
す
。

―
苗
は
接
ぎ
木
を
ベ
ー
ス
に
や
っ
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、細
い
苗
に
接
ぎ
木

す
る
に
は
工
程
管
理
な
ど
が
大
変
で
は
？

山
口　
接
ぎ
木
は
果
菜
類
の
苗
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。カ
ボ
チ
ャ
の
苗
に
キ
ュ
ウ

リ
の
苗
を
接
ぎ
木
す
る
の
は
一
例
で
す
が
、

味
の
い
い
キ
ュ
ウ
リ
を
生
産
す
る
に
は
病

気
に
強
く
茎
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
カ
ボ

野菜の育苗現場で経営の抱負を語る山口社長

や
ま
ぐ
ち　
か
ず
ひ
こ

一
九
五
七
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。五
五
歳
。愛
媛
大
学
農

学
部
附
属
農
業
高
等
学
校
卒
業
後
、実
家
の
花
き
栽

培
に
取
り
組
む
。八
六
年
野
菜
苗
の
契
約
栽
培
を
開
始
。

九
六
年
有
限
会
社
山
口
園
芸
を
設
立
、二
〇
〇
一
年
に
ベ

ル
グ
ア
ー
ス
株
式
会
社
に
改
組
し
代
表
取
締
役
に
。〇
四

年
地
域
経
営
塾（
総
務
省
）の
講
師「
地
域
経
営
の
達

人
」と
な
る
。日
本
野
菜
育
苗
協
会
理
事
な
ど
。

ベ
ル
グ
ア
ー
ス
株
式
会
社

本
社
は
愛
媛
県
宇
和
島
市
。山
口
一
彦
社
長
。資
本
金

三
億
三
一
四
九
万
円
。野
菜
苗
の
生
産
・
販
売
、種
苗
・

農
産
物
の
仕
入
れ
販
売
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

開
発
な
ど
。一
九
九
六
年
に
有
限
会
社
設
立
、二
〇
〇
一

年
に
株
式
会
社
化
。年
商
三
二
億
円
。一一
年
ジ
ャ
ス
ダ

ッ
ク
株
式
市
場
に
上
場
。接
ぎ
木
果
菜
苗
等
を
年
間

二
八
〇
〇
万
本
販
売
。従
業
員
は
二
〇
五
人
。

Profile

D
ata
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変革は人にあり
チ
ャ
の
苗
に
接
ぎ
木
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で

す
。長
年
の
研
究
開
発
の
成
果
で
す
。

―
接
ぎ
木
生
産
を
シ
ス
テ
ム
化
し
な
け

れ
ば
、量
産
体
制
が
と
れ
な
い
で
す
ね
。

山
口　
播
い
た
種
が
発
芽
し
て
苗
を
育
て

る
育
苗
段
階
か
ら
本
格
化
し
ま
す
が
、育

苗
は
一
次
、二
次
と
工
程
を
踏
み
、そ
の
間
、

苗
に
適
度
の
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
締
ま
り

と
強
さ
を
与
え
る
工
夫
、さ
ら
に
病
害
虫

の
発
生
を
防
ぐ
対
応
な
ど
細
心
の
注
意

と
工
程
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

果
菜
類
は
育
苗
期
間
が
品
種
や
季
節

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、た
と
え
ば

キ
ュ
ウ
リ
は
三
、四
週
間
、ま
た
ト
マ
ト
は
一
、

二
カ
月
が
必
要
で
す
。

無
農
薬
ニ
ー
ズ
対
応
で
独
自
施
設

―
二
〇
〇
六
年
に
導
入
さ
れ
た
閉
鎖

型
の
苗
生
産
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、ど
ん

な
も
の
な
の
で
す
か
。

山
口　
プ
ロ
農
業
者
の
方
々
か
ら
無
農

薬
・
無
病
害
で
高
品
質
の
ト
マ
ト
な
ど
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
た
め
、そ
れ
に
対
応
し
た
シ

ス
テ
ム
で
す
。
密
閉
し
た
建
物
の
中
で
光

や
水
、温
度
、二
酸
化
炭
素
な
ど
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
自
動
制
御
し
て
、苗
に
最
適

の
環
境
を
つ
く
る
や
り
方
で
す
。

―
植
物
工
場
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

山
口　
自
然
の
太
陽
の
光
を
と
り
な
が
ら

苗
を
育
成
す
る
、と
い
う
の
が
ベ
ス
ト
で
す

が
、病
害
虫
の
リ
ス
ク
、天
候
異
変
の
リ
ス

ク
な
ど
を
克
服
し
な
が
ら
、無
農
薬
・
無

病
害
の
野
菜
の
苗
を
安
定
的
、か
つ
大
量

に
、と
い
う
農
業
現
場
の
要
請
に
応
え
る

た
め
に
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
制
御

し
た
工
場
的
農
業
を
視
野
に
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
で
す
ね
。

　
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
の
場
合
、品
種
や
生
産

計
画
に
よ
っ
て
従
来
型
の
ハ
ウ
ス
と
密
閉

し
た
建
物
の
両
方
で
苗
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。―

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
試
行
錯
誤
や

失
敗
も
あ
り
ま
し
た
か
。

山
口　

農
業
高
校
卒
業
後
、実
家
の
農

業
を
引
き
継
ぎ
、私
が
花
き
を
分
担
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
電
照
菊
を
生
産
す
る

大
規
模
農
家
で
九
カ
月
間
、経
営
を
勉
強

し
、実
家
で
電
照
菊
を
規
模
拡
大
す
れ
ば

も
う
か
る
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。し

か
し
、量
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
う
ち
に
品
質

を
落
と
し
て
し
ま
い
、大
赤
字
を
出
し
た

苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。

―
果
菜
類
の
苗
づ
く
り
の
か
か
わ
り
は

そ
の
後
に
？

山
口　
そ
う
で
す
。た
ま
た
ま
、近
く
の

農
協
か
ら
家
庭
菜
園
用
の
苗
の
予
約
注

文
が
あ
り
、こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
事
業

転
換
を
図
り
ま
し
た
。

―
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
と
い
う
社
名
は
ど
う

い
う
由
来
な
の
で
す
か
。

山
口　
会
社
設
立
の
二
〇
〇
一
年
当
時
、

世
の
中
で
は
、社
名
だ
け
で
は
事
業
内
容

が
分
か
ら
な
い
カ
タ
カ
ナ
名
の
会
社
が
目

立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、流
行
に
乗
っ
た

形
に
な
り
ま
し
た
が
、苗
の
生
産
を
表
す

と
い
う
意
味
で
大
地
の
英
語
名
の
ア
ー
ス

と
、そ
し
て
私
の
山
口
姓
の“
山
”の
ド
イ

ツ
語
名
の
ベ
ル
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
の
で

す
。
大
地
に
根
差
し
て
頂
点
を
極
め
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

新
興
市
場
上
場
申
請
時
は
緊
張

―
二
〇
〇
一
年
の
株
式
会
社
化
は
、あ

る
面
で
経
営
の
転
換
点
だ
っ
た
の
で
は
？

山
口　
苗
の
生
産
は
、受
注
生
産
が
ベ
ー

ス
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、そ
れ
に
見
合
っ

た
設
備
投
資
や
人
材
の
確
保
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、外
部
資

金
の
確
保
、資
本
力
の
強
化
が
重
要
に
な

っ
て
き
た
た
め
、株
式
会
社
を
目
指
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、ど
う
い
っ
た
社
会
的

な
評
価
を
受
け
る
か
、心
配
で
し
た
。

―
社
会
的
と
い
う
こ
と
よ
り
も
市
場

評
価
を
受
け
る
、と
い
う
点
で
は
一
一
年
の

株
式
市
場
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
へ
の
上
場
申
請

の
方
が
心
配
だ
っ
た
の
で
は
？

山
口　
そ
の
と
お
り
で
す
。株
式
市
場
を

通
じ
て
、ベ
ル
グ
ア
ー
ス
と
い
う
会
社
が
投

資
家
の
外
部
評
価
を
受
け
る
の
で
す
か
ら

ね
。
財
務
評
価
な
ど
を
経
て
、無
事
に
株

式
上
場
が
で
き
ま
し
た
が
、当
時
、決
意

表
明
の
つ
も
り
で
私
は
意
欲
、挑
戦
、努

力
に
プ
ラ
ス
し
て
根
性
を
付
け
ま
し
た
よ
。

そ
れ
ほ
ど
、当
時
は
必
死
と
い
う
か
気
合

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
〇
〇
億
円
企
業
目
指
し
戦
略

―
年
商
三
〇
億
円
企
業
を
目
指
す
段

階
で
、外
部
か
ら
財
務
の
プ
ロ
な
ど
の
人

材
確
保
を
戦
略
的
に
行
っ
た
と
か
。愛
媛

県
宇
和
島
の
地
方
区
か
ら
全
国
区
に
躍

り
出
る
に
は
体
制
づ
く
り
が
大
事
と
？

山
口　
そ
う
で
す
。中
途
採
用
で
、い
ろ
い

ろ
な
分
野
か
ら
人
材
を
集
め
ま
し
た
。そ

の
お
か
げ
で
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
の
経
営
も
戦

略
的
思
考
が
出
て
き
ま
し
た
。

―
今
度
は
さ
ら
に
飛
躍
を
目
指
し
、年

商
一
〇
〇
億
円
、そ
し
て
東
京
証
券
取
引

所（
東
証
）第
一
部
市
場
へ
の
上
場
を
目

指
さ
れ
る
と
か
。夢
は
膨
ら
み
ま
す
ね
。

山
口　
率
直
に
言
っ
て
、三
〇
億
円
企
業

と
一
〇
〇
億
円
企
業
で
は
、経
営
戦
略
を

含
め
て
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
変
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。試
練
で
す
が
、同
時
に
チ
ャ
ン

ス
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ベ
ル
グ
ア
ー
ス
は
接
ぎ
木
苗
を
含
め
て

技
術
の
会
社
で
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
、競
争
力
に
磨
き
を
か
け
、誰
に
も

負
け
な
い
技
術
力
の
あ
る
会
社
を
目
指
し

ま
す
。今
年
九
月
か
ら
経
営
戦
略
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、今
後
一
〇
年
を
想
定
し
た

プ
ラ
ン
を
つ
く
れ
と
指
示
し
て
い
ま
す
。	

	

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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子
ど
も
の
頃
、僕
の
家
は
東
京
下
町
の
祖
父
の
代
か
ら
続
く
魚
屋
で
し
た
。

い
い
も
ん
仕
入
れ
て
そ
の
日
の
う
ち
に
お
客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
事
に
か

た
く
な
に
こ
だ
わ
る
お
父
さ
ん
は
、毎
日
毎
朝
、築
地
に
通
っ
て
関
東
、東
北

な
ど
全
国
の
魚
介
を
仕
入
れ
て
い
ま
し
た
。で
、ご
想
像
の
と
お
り
？
僕
ん

家
の
毎
日
の
お
か
ず
も
魚
が
中
心（
も
と
い
、魚
ば
っ
か
し
）。絢
爛
豪
華
に

刺
身
、焼や

き
も
ん

き
物
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
、味
を
確
か
め
る
た
め
に
と
多
め
に
仕
入
れ
た
初
ガ
ツ
オ
の

刺
身
、そ
れ
は
、そ
う
！
僕
の
胃
の
中
へ
。

お
父
さ
ん
が
、い
い
マ
グ
ロ
を
仕
入
れ
た
と
き
の
大
ト
ロ
の
刺
身
、そ
れ
は
、

こ
っ
そ
り･･･
僕
の
胃
の
中
へ
。

残
念
な
が
ら
売
れ
残
っ
た
エ
ビ
、カ
ニ
、イ
カ
、ホ
タ
テ
達
は
、高
級
シ
ー
フ

ー
ド
カ
レ
ー
に
な
っ
て
！
僕
の
胃
の
中
へ
。

そ
う
や
っ
て
、僕
の
胃
袋
の
中
に
お
い
し
い
旬
の
魚
た
ち
が
三
六
五
日
納

ま
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。で
も
僕
、ま
だ
魚
の
価
値
が
分
か
っ
て
い
な
く
て
、

「
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
が
食
べ
た
い
っ
。一
切
れ
で
も
い
い
か
ら
肉
、入
れ
て
く
れ

ー
」っ
て
ず
っ
と
言
い
続
け
て
い
た
も
ん
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
の
多
く
の
漁
場
が
被
災
し
ま
し
た
が
、以
前

テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
な
ど
で
幾
度
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
志
津
川
で
知
り
合
っ
た
漁
師
さ
ん
で
、三
陸
の
魚
介
の
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
て
く
れ
た
方
が
い
ま
す
。
僕
と
波
長
が
合
う
の
か
、一
緒
に
お
風

呂
ま
で
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
仲
良
し
。し
か
し
彼
も
家
や
船
な
ど
を

全
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
一
カ
月
半
後
、僕
は
彼
を
訪
ね

ま
し
た
。な
ん
て
声
を
か
け
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。無
責
任
に
頑
張
れ
と
い
う

の
は
失
礼
だ
ろ
う
し

―
。不
安
が
重
く
の
し
か
か
り
ま
し
た
。

で
も
彼
は
、変
わ
ら
ず
前
向
き
で
明
る
か
っ
た
。「
や
あ
内
山
君
、よ
く
来

て
く
れ
た
ね
」「
よ
し
、次
は
二
年
後
く
ら
い
に
お
い
で
よ
。
ま
た
う
ま
い
魚

を
一
緒
に
食
べ
よ
う
！
」
再
会
に
安
堵
し
と
り
と
め
の
な
い
会
話
を
し
て
い

る
と
、や
お
ら
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
彼
は
袋
を
差
し
出
し
ま
し
た
。袋
の
中

身
は
何
匹
も
の
小
さ
な
イ
ワ
ガ
ニ
。
僕
が
来
る
日
の
早
朝
か
ら
磯
で
取
っ
て

き
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
僕
は
泣
き
ま
し
た
。二
年
後
ま
た
彼
に
会
い
に

行
く
つ
も
り
で
す
。

僕と魚と漁師さん

お笑いタレント

　内山 信二
うちやま しんじ
1981年9月25日生まれ。東京都葛飾区出身。血液型O型。
身長174cm、体重100kg。愛称は「内山くん」。「元気一番生 
テレビ」（ミヤギテレビほか）に出演中。同番組で、東北６県と新
潟県の魅力を伝えている
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蒲
江
の
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
、初
め
て
耳
に

す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
農
村
滞
在
型
余
暇
活
動
に
対
し
、ブ
ル
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
漁
村
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
あ
る
。都
市

住
民
に
漁
村
に
滞
在
し
て
も
ら
い
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
や

漁
業
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
目
的
が
あ
る
。

私
た
ち
の
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
、豊
か
な
海

の
恵
み
と
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
生
か
し
た
取

り
組
み
が
、住
民
の
連
携
に
よ
り
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

大
分
県
佐
伯
市
蒲
江
は
大
分
県
沿
岸
の
最
南
部
に

位
置
し
、リ
ア
ス
式
海
岸
に
沿
っ
て
、ブ
リ
、ヒ
ラ
メ
、伊

勢
エ
ビ
、ウ
ニ
な
ど
豊
富
な
海
産
物
が
と
れ
る「
浦
」
と

呼
ば
れ
る
集
落
が
一
二
あ
る
。長
い
間
、道
が
不
便
だ
っ

た
た
め
浦
々
は
分
断
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
漁
村

社
会
を
つ
く
っ
て
い
た
。

し
か
し
、二
〇
〇
五
年
に
街
道
が
整
備
さ
れ
、浦
々

が
つ
な
が
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、地
区
を
挙
げ
た
地

域
振
興
を
目
指
し
、〇
六
年
一
月
に
か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。こ
の
時
の
こ
と
は

後
段
で
改
め
て
触
れ
た
い
。

か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の
取
り
組
み
は

三
つ
あ
る
。一
つ
は
、ヨ
ッ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
、ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
。二

つ
目
は
、〇
七
年
六
月
に
設
立
し
た
あ
ま
べ
渡と

せ
い世

大
学

の
運
営
。最
後
に
、お
ば
ち
ゃ
ん
バ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
。

あ
ま
べ
渡
世
大
学
と
お
ば
ち
ゃ
ん
バ
イ
キ
ン
グ
は
、か

ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
な
の
で
、ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
。

ユ
ニ
ー
ク
な
あ
ま
べ
渡
世
大
学

あ
ま
べ
渡
世
大
学
は
蒲
江
地
区
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
た「
体
感
・
学
び
」の
大
学
で
、住
民
と
来
訪
者
が

交
流
し
、「
食
」「
水
産
業
」「
海
」に
つ
い
て
学
ぼ
う
と

い
う
も
の
だ
。浦
々
の
現
役
漁
師
た
ち
が
、講
師
で
あ
る

「
浦
の
伝
道
師
」
と
な
り
、自
分
の
仕
事
を
来
訪
者
に

教
え
て
い
る
。
盆
と
正
月
と
台
風
の
と
き
以
外
の
一
年

中
、開
催
し
て
い
る
。

来
訪
者
は
、海
で
暮
ら
す
私
た
ち
の
生
き
方
を
体
験

す
る
こ
と
で
、普
通
の
学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
感
じ

て
も
ら
え
る
と
思
う
。“
あ
ま
べ
”は
海
辺
を
、“
渡
世
”

は
生
き
方
・
生
業
を
意
味
し
て
い
る
。

あ
ま
べ
渡
世
大
学
を
立
ち
上
げ
る
と
き
、「
自
分
の

家
業
を
生
か
せ
る
手
段
だ
。
繁
忙
期
を
避
け
て
、家

業
の
余
力
で
教
え
て
欲
し
い
」と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

一
一
人
の
漁
師
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
。

浦
の
伝
道
師
に
よ
る
教
室
は
、「
海
道
侍
の
ウ
ニ
割
り

体
験
」「
ま
あ
姉
の
伊
勢
え
び
捌
き
方
講
座
」ほ
か
、真

珠
の
核
入
れ
体
験
、定
置
網
体
験
な
ど
が
あ
る
。

来
訪
者
は
ウ
ニ
割
り
体
験
を
一
五
〇
〇
円
、食
事
付

二
五
〇
〇
円
で
、伊
勢
え
び
捌
き
方
講
座
は
、三
五
〇	

〇
円
で
体
験
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、ウ
ニ
、伊
勢
エ
ビ
以
外
の
海
産
物
に
も
触

れ
て
も
ら
え
る
。
浦
の
伝
道
師
に
よ
る
教
室
は
、こ
れ

都
市
住
民
と
地
域
再
生

漁
村
滞
在
型
の
新
余
暇
で
連
携

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走

大
分
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
会
長　

橋
本 

正
恵
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まちづくり むらづくり

ま
で
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の“
学

生
”た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。「
苦
手
だ
っ

た
け
ど
食
べ
ら
れ
た
」「
飽
き
っ
ぽ
い
子
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、ウ
ニ
割
り
は
最
後
ま
で
取
り
組
ん
で
根
性
が
あ

る
な
と
子
ど
も
を
見
直
し
た
」な
ど
と
う
れ
し
い
感
想

を
も
ら
っ
て
い
る
。

参
加
費
は
、浦
の
伝
道
師
の
収
入
に
な
り
、か
ま
え

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
参
加
費
の
五
％
を
入
れ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、浦
の
伝
道
師
は
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
だ
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
立

ち
上
げ
た
当
初
、広
く
蒲
江
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
映

画
製
作
の
ロ
ケ
の
誘
致
を
考
え
た
が
、知
り
合
い
も
Ｐ
Ｒ

の
費
用
も
な
く
断
念
。な
ら
ば
自
分
た
ち
が
こ
の
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
声
が
あ
が
っ

た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
浦
の
伝
道
師
は
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
写
真
付
き
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
公
開
し
て
い
る
。

お
ば
ち
ゃ
ん
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

次
の「
お
ば
ち
ゃ
ん
バ
イ
キ
ン
グ
」は
、蒲
江
の
に
ぎ

や
か
な
お
ば
ち
ゃ
ん
が
つ
く
る
手
づ
く
り
の
多
彩
な
漁

師
料
理
を
、お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
蒲
江
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、来
訪
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。

ブ
リ
を
つ
か
っ
た
ブ
リ
の
に
ぎ
り
、ブ
リ
カ
ツ
、ヒ
ジ
キ

を
利
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
ヒ
ジ
キ
プ
リ
ン
や
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
浦
の
個
性
あ
る
食
文
化
を
楽

し
め
る
。

二
〇
人
か
ら
受
け
入
れ
て
お
り
、参
加
費
は
食
や
住

民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
蒲
江
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
一
人
一
五
〇
〇
円
か
ら
と
手

ご
ろ
な
値
段
に
し
て
い
る
。

午
前
中
に
蒲
江
の
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
た
来
訪
者
が
、

昼
食
に
利
用
す
る
こ
と
も
多
く
、好
評
を
得
て
い
る
。

な
お
、お
ば
ち
ゃ
ん
と
し
て
料
理
を
つ
く
る
蒲
江
の

女
性
は
、二
〇
代
～
八
〇
代
の
方
ま
で
い
て
蒲
江
に
四

つ
あ
る
漁
協
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。参
加
費
は
、女

性
陣
の
収
入
に
な
り
、か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

は
参
加
費
の
五
％
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、浦
の
伝
道
師
の
講
座
も
、お
ば
ち
ゃ
ん
バ
イ
キ

ン
グ
も
、食
材
の
内
容
や
参
加
費
の
設
定
な
ど
企
画
・

運
営
に
は
か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
関
与
し
な
い
。

あ
く
ま
で
地
元
の
漁
業
者
た
ち
の
自
主
性
を
前
面
に

出
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、私
自
身
の
こ
と
を
少
し
お
話
し
し
た
い
。私

profile
橋本 正恵　はしもと まさえ

１９49年生まれ。70年橋本正
恵商店を一人で立ち上げる。

74年丸二水産を設立。90年
海の体験民宿まるに丸開業。
96年蒲江町観光協会会長就
任。2006年蒲江ブルーツーリズ
ム研究会会長就任。

住民が何世代も心豊かに暮ら
せるような地域をつくることに努
力している。

上：夢中になってウニ割りをする小学生と小学生を温かく見守る
橋本氏

下：おばちゃんバイキングで、蒲江の女性から料理の説明を受け
る来訪者

NPO 法人
かまえブルーツーリズム研究会

2006年１月設立。08年８月
NPO法人化。佐伯市蒲江地区
に点在する浦と呼ばれる集落は、
長い間、分断され独自の文化を築
いてきた。近年、街道がつながる
と、浦々の住民が協力しあい、基
幹産業である水産業を生かした
地域おこしを目指し、ブルーツーリ
ズムを実践している。

住所　〒876-2301 大分県佐伯市
蒲江大字西野浦2643
TEL：0972-42-0115
FAX：0972-42-1602
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は
、一
九
四
九
年
生
ま
れ
の
六
三
歳
。
ず
っ
と
蒲
江
地

区
で
暮
ら
し
て
き
た
。

家
を
栄
え
さ
せ
る
と
の
運
勢

私
が
子
ど
も
の
頃
は
ま
だ
易
が
盛
ん
で
、生
ま
れ
た

子
ど
も
の
運
勢
を
み
ん
な
で
占
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。私

は
、こ
の
子
は
放
っ
て
お
い
て
も
家
を
栄
え
さ
せ
る
、と

出
た
そ
う
だ
。
家
で
は
、武
士
道
の
教
育
方
針
で
、宝

の
よ
う
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
。
野
山
を
基
地
と
し
て

遊
び
回
り
、村
中
を
探
索
し
た
。
思
い
上
が
り
が
強
く
、

大
人
に
な
っ
た
ら
都
を
つ
く
る
こ
と
を
決
め
た
。
可
愛

い
が
っ
て
く
れ
た
年
寄
り
が
天
国
に
行
く
日
ま
で
楽
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
都
だ
。

先
人
が
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、私
は
つ
く
り

上
げ
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
た
。そ
の
た
め
に
は
、お
金

を
か
せ
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

二
〇
代
に
な
る
と
会
社
を
立
ち
上
げ
、漁
師
か
ら
と

れ
た
ば
か
り
の
海
産
物
を
浜
で
買
い
、道
幅
も
狭
く
暗

い
地
元
の
人
も
行
き
た
が
ら
な
い
道
を
通
り
、隣
の
宮

崎
県
へ
行
商
に
出
か
け
た
。
女
が
商
売
を
す
る
こ
と
を

受
け
入
れ
て
も
ら
う
の
が
困
難
で
、周
囲
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、こ
の
地
区
に
新
し
い
お
金

が
入
る
喜
び
の
方
が
強
か
っ
た
。

そ
し
て
、父
親
の
研
究
し
た
ブ
リ
の
養
殖
業
や
兄
達

と
の
沖
合
漁
業
を
実
現
。父
親
や
お
ば
あ
さ
ん
を
喜
ば

せ
る
た
め
に
定
置
網
漁
と
民
宿
も
始
め
た
。

長
年
の
夢
実
現
に
積
極
挑
戦

一
九
九
六
年
に
観
光
協
会
の
運
営
が
民
間
に
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、漁
業
と
民
宿
を
営
ん
で
い
た

私
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、蒲
江
町
観
光
協
会
の
会
長
に

任
命
さ
れ
、以
降
、一
貫
し
て
蒲
江
の
観
光
業
に
携
わ
っ

て
き
た
。

次
は
長
年
の
夢
、地
元
に
あ
る
産
物
を
生
か
し
て
自

給
自
足
を
し
、環
境
が
よ
く
空
気
の
き
れ
い
な
中
で
の

び
の
び
と
暮
ら
す
、そ
ん
な
都み

や
こ

を
つ
く
り
た
い
と
考
え

た
。
蒲
江
地
区
の
豊
か
な
自
然
、個
性
的
な
住
民
、特

産
物
、こ
れ
ら
を
全
て
生
か
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

こ
う
し
て
、私
た
ち
の
地
区
は
私
た
ち
で
つ
く
る
と

心
に
決
め
て
、地
域
つ
く
り
に
本
腰
を
入
れ
た
。
蒲
江

町
観
光
協
会
と
県
・
市
が
地
元
漁
業
者
な
ど
と
話
し
合

い
を
し
、か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
を
立
ち

上
げ
、ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
事
業
を
発
展
さ
せ

る
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
。
私
や
蒲
江
に
暮

ら
す
住
民
は
み
ん
な
、「
大
好
き
な
こ
の
土
地
で
一
〇
〇

％
楽
し
も
う
、楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」が
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
。

浦
々
を
結
び
つ
け
て
い
る
街
道
は
、佐
伯
市
か
ら
宮

崎
県
延
岡
市
ま
で
日に

っ
ぽ
う豊
海
岸
沿
い
に
約
九
四
㌔
メ
ー
ト

ル
続
い
て
お
り
、二
〇
〇
七
年
一
一
月「
日
豊
海
岸
シ
ー

ニ
ッ
ク
・バ
イ
ウ
ェ
イ
」と
し
て
国
土
交
通
省
の
九
州
風

景
街
道
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
質
の
高
い
道
路
空
間
を
通
し
て
県
境
を
越
え
る

地
域
連
携
と
情
報
発
信
を
行
い
、広
域
で
地
域
振
興

す
る
こ
と
を
佐
伯
市
、延
岡
市
と
共
に
目
指
し
て
い
る
。

地
元
の
人
だ
け
が
知
っ
て
い
る
美
し
い
自
然
の
景
観
や
、

各
地
区
に
点
在
す
る
歴
史
・
文
化
資
源
、体
験
交
流
資

源
な
ど
の
魅
力
の
再
発
掘
を
図
り
、街
道
で
つ
な
ぎ
合

わ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
。

〇
七
年
か
ら
、特
産
の
伊
勢
エ
ビ
漁
が
解
禁
と
な
る

九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
間
は
日
豊
海
岸
シ
ー
ニ
ッ
ク
・

バ
イ
ウ
ェ
イ
を
「
東
九
州
伊
勢
え
び
海
道
」
と
称
し
、

街
道
沿
い
の
食
事
処
で
伊
勢
エ
ビ
料
理
を
提
供
す
る
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
両
市
観
光
協
会
が
行
っ
て
い
る
。

実
は
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は
、蒲
江
に

あ
る
。
九
七
年
よ
り
蒲
江
で
は
同
様
の
取
り
組
み
を

「
伊
勢
え
び
祭
り
」
と
称
し
て
行
な
っ
て
き
た
。
来
訪

者
に
喜
ば
れ
大
成
功
を
収
め
て
い
た
の
で
周
辺
地
域
に

声
を
か
け
て
、取
り
組
み
の
地
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た

の
が
、こ
の
東
九
州
伊
勢
え
び
海
道
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、蒲
江
地
区
へ
遊
び
に
来
て
く

れ
、か
ま
え
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、

蒲
江
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
来
訪
者
も
多
い
。

将
来
的
に
は
地
域
連
携
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、よ
り
広
く
東
九
州
地
域
の

活
動
団
体
と
交
流
、意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

私
は
、何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
こ
の
土
地
で
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
発
展
に
ま
い
進
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。も
っ
と
も
っ
と

蒲
江
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に
も
。	

まちづくり むらづくり

蒲江を含め、日豊海岸沿いは大分県有数の伊勢エビの水
揚げを誇る
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書評

書
評

今
年
一
月
、東
京
・
丸
の
内
オ
フ
ィ
ス
街
に
オ
ー
プ

ン
し
た
タ
ニ
タ
食
堂
が
、大
変
な
話
題
に
な
っ
た
。タ
ニ

タ
食
堂
と
い
う
の
は
、健
康
計
測
機
器
販
売
会
社
タ
ニ

タ
が
、自
社
の
社
員
食
堂
を
営
業
用
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
開
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
日
、盛
況
な
客
の
お
目

当
て
は
、も
ち
ろ
ん
社
員
食
堂
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る

「
一
食
五
〇
〇
㌔
カ
ロ
リ
ー
、お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

太
り
に
く
い
」と
い
う
食
事
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、タ
ニ
タ
食
堂
の
内
容
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、タ
ニ
タ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
結
実
し
た
一
冊

だ
。本
の
中
身
に
は
た
と
え
ば
、「
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
も
、

食
べ
る
順
番
で
太
り
や
す
さ
が
変
わ
る
」
と
い
う
表
現

が
あ
る
が
、そ
の
後
に「
野
菜
や
海
草
類
を
先
に
食
べ

る
と
、血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
が
抑
え
ら
れ
、太
り
に

く
く
な
る
。野
菜
類
は
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
食
べ
る
と
、食

物
繊
維
が
お
な
か
の
中
で
膨
ら
み
、ご
は
ん
の
食
べ
過
ぎ

に
も
歯
止
め
が
か
か
る
」
と
説
明
が
さ
れ
て
い
て
、「
な

ぜ
そ
う
な
る
の
か
」
と
い
う
カ
ラ
ダ
の
仕
組
み
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、小
腹
が
す
い
て
、間
食
の
誘
惑
に
負
け
そ
う

な
場
合
、「
二
〇
分
の
ガ
マ
ン
で
す
」と
言
い
、そ
う
す
れ

ば「
空
腹
感
が
消
え
る
」と
助
言
す
る
。「
小
腹
が
す
い

た
状
態
は
、余
計
な
体
脂
肪
が
燃
え
よ
う
と
す
る
サ
イ

ン
で
、脂
肪
は
糖
質
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
く
、そ
の
時
期
が
く
る
と
脂
肪
組

織
か
ら
分
解
さ
れ
た
脂
肪
酸
が
血
中
に
ど
っ
と
増
え
、

そ
の
た
め
に
食
欲
中
枢
が
刺
激
さ
れ
る
」と「
な
ぜ
」に

答
え
な
が
ら
、カ
ラ
ダ
が
求
め
る
状
態
に
つ
い
て
話
す
。

池
田
義
雄
さ
ん
は
元
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
先

生
で
、現
在
は
タ
ニ
タ
体
重
科
学
研
究
所
の
所
長
。
肥

満
、糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
研
究
の
専
門
家
で
あ
る
。

四
年
前
、保
険
財
政
圧
迫
に
備
え
た
メ
タ
ボ
検
診
が

義
務
化
さ
れ
、健
康
意
識
の
静
か
な
ト
レ
ン
ド
が
今
日

も
続
き
、女
性
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
願
望
は
、今
後
も
勢
い
を

増
す
。健
康
計
測
機
器
か
ら
始
ま
り
、食
事
や
健
康
に

か
か
わ
る
情
報
を
提
供
す
る
タ
ニ
タ
の
動
向
が
気
に
な

る
。
活
字
に
よ
る「
考
え
る
健
康
」
と
、健
康
計
測
機

器
に
よ
る「
測
る
健
康
」と
、食
堂
に
よ
る
人
間
の
至
上

の
喜
び
の「
食
べ
る
健
康
」
。こ
れ
ら
の
情
報
が
立
体
化

し
、一
つ
に
融
合
し
て
発
信
さ
れ
る
。こ
の
本
の
興
味
の

中
に
は
、時
代
の
先
を
行
く
情
報
の
送
り
手
で
あ
る
タ

ニ
タ
の
手
法
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
、糖
尿
病
対
策
で
悩
め
る
人
に
池

田
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
て
一
言
。「
二
〇
回
噛
み
、ゆ
っ

く
り
食
べ
て
」
。	

『
タ
ニ
タ
式
カ
ラ
ダ
の
ひ
み
つ
』

池
田 
義
雄
著

企
業
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
健
康
を
売
る

青
木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」
理
事
）

読まれてます　三省堂書店農水省売店（平成24年8月１日～平成24年8月３1日・価格は税込）

（三笠書房・980円 税込）

タイトル 著者 出版社 定価
1 週刊東洋経済（7/28） 農業で稼ぐ！高齢化、TPPどんと来い 東洋経済新報社 690円

2 食品偽装との闘い ミスターＪＡＳ１０年の告白 中村 啓一/著 文芸社 1,470円

3 森林飽和 国土の変貌を考える 太田 猛彦/著 ＮＨＫ出版 1,155円

4 WTOドーハ・ラウンド10年の軌跡 山田 修路/著 大成出版社 945円

5 TPP不参加 戸別所得補償の継続 そこに日本農業・日本社会の展望がかかる 服部 信司/著 農林統計協会 1,890円

6 2015年の食料危機　ヘッジファンドマネージャーが説く次なる大難 齋藤 利男/著 東洋経済新報社 1,680円

7 世界の農業環境政策 先進諸国の実態と分析枠組みの提案 荘林 幹太郎、木下 幸雄、
竹田 麻里/著 農林統計協会 2,940円

8 食の終焉 ポール・ロバーツ/著 ダイヤモンド社 2,940円

9 恐怖の契約 米韓ＦＴＡ ＴＰＰで日本もこうなる ソン キホ/著 農山漁村文化協会  840円

10 壊国の契約 ＮＡＦＴＡ下メキシコの苦悩と抵抗 エリザベス・フィッティング/著 農山漁村文化協会 2,730円
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農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

研
修
会
を
開
催

日
本
公
庫
新
潟
支
店
農
林
水
産
事

業
は
、七
月
二
六
日
、新
潟
市
に
て「
新

潟
県
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修

会
」
を
開
催
し
県
内
で
活
躍
す
る
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
四
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
会
で
は
、新
潟
県
農
林
水

産
部
政
策
企
画
員
の
東
正
人
氏
お
よ
び

副
参
事
の
横
山
登
氏
か
ら
新
潟
県
農
業

と
園
芸
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
投
資
育
成
株
式
会
社
投
資
育

成
部
長
の
田
中
伸
一
郎
氏
か
ら
同
社
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

意
見
交
換
会
で
は
、地
域
農
業
者
が

抱
え
る
経
営
の
課
題
や
支
援
策
に
つ
い

て
参
加
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。	

（
新
潟
支
店
）

「
い
わ
て
食
の
大
商
談
会

二
〇
一
二
」を
開
催

日
本
公
庫
盛
岡
支
店
は
、八
月
二
三

日
、岩
手
県
、岩
手
県
産
株
式
会
社
、

岩
手
銀
行
、東
北
銀
行
、北
日
本
銀
行
、

Ｊ
Ａ
岩
手
県
信
連
、財
団
法
人
い
わ
て

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、「
い
わ

て
食
の
大
商
談
会
二
〇
一
二
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
内
の
農
業
者
、食
品
加

工
業
者
な
ど
一
一
七
社
が
出
展
。小
売
、

卸
売
、流
通
企
業
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
が

県
内
外
か
ら
二
〇
〇
社
以
上
来
場
し
、

賑
わ
い
ま
し
た
。

盛
岡
支
店
は
、震
災
復
興
の
支
援
活

動
と
し
て
、事
業
を
再
開
し
た
被
災
事

業
者
と
全
国
か
ら
来
場
し
た
バ
イ
ヤ
ー

間
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、

再
出
発
の
た
め
の
商
談
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
。	

（
盛
岡
支
店
）

鹿
児
島
県
内
の

金
融
機
関
勉
強
会
に
参
加

日
本
公
庫
鹿
児
島
支
店
農
林
水
産

事
業
は
、七
月
二
六
日
、養
鶏
専
門
農
協

で
あ
る
マ
ル
イ
農
業
協
同
組
合
の
若
手

組
合
員
向
け
勉
強
会
に
参
加
し
、支
店

長
の
三
河
敬
と
農
業
食
品
担
当
の
水
谷

太
郎
が
、金
融
機
関
か
ら
見
た
経
営
の

見
方
、経
営
破
た
ん
事
例
か
ら
み
た
リ

ス
ク
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、適
正
な
借
入
金
額

の
レ
ベ
ル
感
や
今
後
の
景
気
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
支
店
は
、地
域
の
基
幹
産
業

で
あ
る
一
次
産
業
や
食
品
産
業
の
振
興

に
資
す
る
た
め
、農
協
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
・
協
力
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。	

（
鹿
児
島
支
店
）

「
林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、八
月

二
四
日
、林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格

取
得
者
を
対
象
と
し
た「
平
成
二
四
年

度
林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、森
林
関
係
団
体
の
職

員
、公
認
会
計
士
や
日
本
公
庫
職
員
な

ど
一
〇
名
の
林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、株
式
会
社
フ

ォ
レ
ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
で
、

林
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
坪
野
克
彦
氏
が「
森
林
・
林

業
を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
環
境
」「
森
林
・

林
業
経
営
と
事
業
体
経
営
」「
森
林
・

林
業
再
生
の
生
命
線
」な
ど
に
つ
い
て
ご

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、

最
近
の
活
動
事
例
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
は
、森
林
・
林
業
再
生

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
で
は
、今

後
と
も
、林
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
、林
業
の
特
殊
性
を

理
解
し
た
専
門
家
の
育
成
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。	

（
総
合
支
援
部
）

藤井農園（聖籠町）を視察しました

熱心に話を聞くマルイ農業協同組合の皆さん

岩手の食材への関心は非常に高く、鹿児島から
来場したバイヤーも
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東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
日本公庫農林水産事業では、被害を受けた農林漁業者や食品加工・流通業者の皆さまからのご相談に的確に対応するため、
各種支援策を実施し、被災された皆さまや地域の復旧・復興に向けて全力でサポートしています。

電話相談及び
相談窓口の実施

Ⅱ 主な地域の相談窓口

Ⅰ 対象となる方（注1）

Ⅱ 制度の概要

農林漁業者及び
食品産業事業者向け
特例融資制度

返済相談などへの
柔軟な対応

東日本大震災により
被災された皆さまへの支援策について

都県名

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

支店名

青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島

電話番号

0120-911-495
0120-911-539
0120-911-547
0120-911-498
0120-926-485
0120-959-046

都県名

茨城
栃木
群馬
千葉
長野
東京

支店名

水戸
宇都宮
前橋
千葉
長野
東京

電話番号

0120-926-427
0120-959-042
0120-926-481
0120-926-471
0120-911-598
0120-911-624

特例融資の内容 対象資金
1. 償還期限・据置期間の延長
償還期限及び据置期間を、制度上それぞれ3年延長

2. 実質無利子化
利子助成機関からの利子助成により、一定期間（最長18年間（林業のみ最長15年間））貸付利
率を実質無利子化（注2）

3. 実質的な無担保・無保証人融資
原則として、以下の取扱いとします。
●担　保 ： 融資対象物件に限る（運転資金の場合等は不要）
●保証人 ： 個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

4. 融資限度額の引き上げ
（1）農林漁業セーフティネット資金（資金使途：運転資金）

残高通算で1,200万円（特に必要と認められる場合は年間経営費の12／12相当額又は粗
収益の12／12相当額のいずれか低い額）

（2）農林漁業施設資金（主務大臣指定施設）（資金使途 ： 災害復旧）
負担額又は1施設当たり1,200万円（漁船は7,000万円）のいずれか低い額

（３）経営体育成強化資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪再建整備資金（注3）≫
個人2,000万円（特認3,500万円、特定5,000万円）、法人8,000万円
≪償還円滑化資金（注4）≫
経営改善計画の５年間（特認25年間）において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額
なお、本資金の貸付額の合計限度額は以下のとおり
個人2億5,000万円、法人8億円

（４）漁業経営安定資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪償還円滑化資金（注5）≫
対象資金に漁業近代化資金を加える等と共に、漁業経営安定計画の５年間（特認10年間）
において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額と所定の金額から算出される額の
いずれか低い額

5. その他の制度拡充
借入金の一部を資本とみなすことができる資本的劣後ローンを創設

平成23年3月11日以降に発生した地震に起因する以下のいずれかの要件を満たす農林漁業者等
1.本人の被災が罹災証明書等で確認できる農林漁業者等
2.重要な取引先（出荷先、資材調達先等）の罹災証明書等が確認でき、かつ、その取引先の被災の影響で、売上の減少などが
一定水準以上になることを確認できる農林漁業者等

（注1）Ⅰ「対象となる方」以外で、原発事故による出荷制限、風評被害等を受けている農林漁業者等には、一定の要件の下でⅡ「制度の概要」の1「償還期限・据
置期間の延長」、4（1）「農林漁業セーフティネット資金の融資限度額の引き上げ」を適用します。

（注２）事業内容によっては、利子助成期間が5年になる場合があります。
（注3）制度資金以外の営農資金を借り受けたために生じた負債の整理に必要な資金。
（注4）農業の制度資金の負債を整理し、支払いを円滑にするために必要な資金。
（注5）公庫資金の負債を整理し、新たな漁船等を計画的に取得する内容を含む計画を達成するための資金。

【農業】スーパーＬ資金、経営体育成強化資金、
農業基盤整備資金、農業改良資金（３のみ）

【漁業】漁船資金、漁業経営改善支援資金、
漁業経営安定資金、漁業基盤整備資金

【林業】林業基盤整備資金
【農林漁業共通】農林漁業セーフティネット資金、

農林漁業施設資金
【加工流通】水産加工資金

Ⅰ 電話相談（事業資金相談ダイヤル）
平日のみ（9時から１９時）： 0120-154-505

平成24年10月1日現在

被災した皆さまからの返済相談については、個別の状況を踏まえ親身な応対と負担感の軽減に努めています。
［対応例］
●震災の影響により返済猶予のお申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡って返済猶予の手続きを実施
●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）

全資金

スーパーＬ資金
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「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」と
経
済
白

書
が
謳
っ
た
の
は
昭
和
三
一
年
。大
震
災

か
ら
一
年
半
、特
集
記
事
か
ら
は
支
援
へ

の
感
謝
と
と
も
に
現
場
の
焦
燥
感
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。労
働
力
や
資
材
の
不

足
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、「
震
災
は
終
わ
っ
た
」と
一
日
も
早

く
み
ん
な
が
言
え
る
よ
う
に
、私
た
ち
編

集
部
も
今
で
き
る
支
援
に
精
一
杯
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	（
竹
本
）

今
号
の「
経
営
紹
介
」で
取
り
上
げ
た

烏
骨
鶏
グ
ル
ー
プ
の「
天
来
烏
骨
鶏
か
す

て
い
ら
」は
、古
都
の
金
沢
ら
し
く
上
品

な
味
わ
い
の
カ
ス
テ
ラ
で
す
が
、そ
の
壮

絶
な
開
発
秘
話
を
聞
い
て
び
っ
く
り
。河

内
会
長
の
烏
骨
鶏
に
か
け
る
執
念
と
情

熱
に
は
脱
帽
で
す
。そ
の
情
熱
で
、資
源

循
環
型
農
業
に
よ
る
地
域
振
興
が
実
を

結
ぶ
日
も
遠
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

	

（
田
口
）

裏
表
紙
の
絵
画「
思
い
出
の
ひ
ょ
う
た

ん
ア
ー
チ
」の
作
者 

今
野
帆
夏
さ
ん
は

原
発
事
故
の
影
響
で
、福
島
県
双
葉
町

か
ら
避
難
を
し
て
い
ま
す
。「
双
葉
町
に

帰
り
た
い
と
い
う
願
い
」と「
町
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」を
こ
め
て
、記
憶

を
頼
り
に
描
い
た
そ
う
で
す
。絵
画
か
ら
、

帆
夏
さ
ん
や
双
葉
町
の
皆
さ
ん
が
穏
や

か
に
暮
ら
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。	

（
城
間
）

観
天
望
気
で
小
倉
さ
ん
が
話
し
て

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
よ
う
に
、私
も

「
旅
先
で
は
そ
の
土
地
の
料
理
を
食
べ

た
い
」。「
名
物
」「
ご
当
地
」と
い
う
言
葉

を
見
れ
ば
、と
に
か
く
食
べ
て
み
よ
う
と

何
で
も
手
を
伸
ば
し
て
し
ま
い
、消
化
が

追
い
着
か
な
い
こ
と
も
。そ
の
料
理
を
味

わ
う
だ
け
で
な
く
、そ
の
土
地
の
地
域

性
や
食
文
化
に
も
注
目
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。	

（
林
田
）

♠
八
月
号
特
集「
農
の
海
外
市
場
、開

拓
の
時
代
」を
読
み
ま
し
た
。

日
本
有
数
の
一
次
産
業
が
盛
ん
な

県
に
住
む
私
の
周
り
に
は
先
行
き
を
不

安
視
す
る
生
産
者
ば
か
り
で
す
。

親
が
嘆
く
と
、子
は
後
を
継
ぐ
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
現
状
に
八
月
号

の
特
集
は
、四
面
楚
歌
の
国
内
産
地
競

争
の
中
に
あ
っ
て
、一い
ち
る縷

の
望
み
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

玉
名
農
協
や
播
磨
製
茶
の
開
拓
事

例
は
、関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、と
も
か
く
自
力
で
の
努

力
姿
勢
が
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

大
規
模
、低
コ
ス
ト
化
を
求
め
ず
、

小
規
模
で
も
高
付
加
価
値
を
求
め
た

実
績
は
と
て
も
有
意
義
な
情
報
で
し

た
。	

（
鹿
児
島
市　

吉
見　

満
雄
）

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
本
部
で

は
、メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
農
業・漁
業・食

品
産
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
し
て

い
ま
す
。メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
主
な

内
容
は
次
の
四
点
で
す
。

①
日
本
公
庫
の
独
自
調
査（
農
業
景

況
調
査
、食
品
産
業
動
向
調
査
、消
費

者
動
向
調
査
な
ど
）結
果

②
公
庫
資
金
の
金
利
情
報
や
新
た

な
資
金
制
度
の
ご
案
内
、プ
レ
ス
発
表

し
て
い
る
日
本
公
庫
の
最
新
動
向

③
農
業
技
術
の
専
門
家
で
あ
る
日

本
公
庫
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
農
業・食
品
分
野
に
関
す
る
最
新
技

術
情
報「
技
術
の
窓
」

④
日
本
公
庫
が
発
行
す
る「
Ａ
Ｆ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
ア
グ
リ・フ
ー
ド・サ
ポ
ー

ト
」の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

日
本
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.jfc.go.jp/a/

）に
ア
ク
セ
ス
し
て

ご
登
録
く
だ
さ
い
。	

（
情
報
戦
略
部
）

第
六
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

大
阪
二
〇
一
三
出
展
者
募
集
中

募
集
期
間
：一一
月
一
六
日（
金
）ま
で 

詳
し
く
は
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http: 

//w
w

w
.exhibitiontech.com

/afx/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

商
談
の
場
、情
報
収
集
の
場
と
し
て
、是

非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。	 （
総
合
支
援
部
）

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展

に
向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み

ん
な
の
広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇

字
程
度
で
す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒
一
〇
〇–

〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一–

九–

三

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三–

三
二
七
〇–

二
三
五
〇
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特 集

農林水産事業
http://www.jfc.go.jp/a/

本
体

価
格

476
円

次代に継ぐ

2012

10

■
AFCフ

ォ
ー

ラ
ム

　
平

成
24年

10月
1日

発
行（

毎
月

1回
1日

発
行

）第
60巻

7号（
746号

）
■

発
行

／（
株

）日
本

政
策

金
融

公
庫

 農
林

水
産

事
業

本
部

　
〒

100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-9-3　
Tel.03（

3270）2268
■

販
売

／
財

団
法

人
 農

林
統

計
協

会
　

〒
153-0064 東

京
都

目
黒

区
下

目
黒

3-9-13　
Tel.03（

3492）2987　
■

定
価

500円

水
産
業
、震
災
復
興
の
い
ま

『思い出のひょうたんアーチ』今野 帆夏　静岡県三島市立東小学校




